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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービスエリア識別情報（ＳＡＩ）と第２の周波数とに関連するマルチメディアブロー
ドキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）サービスを受けるべく要求を受信するこ
とと、
　第１の周波数において送信している第１のセルから前記第２の周波数において送信して
いる第２のセルへのインター周波数セル再選択を実施することと、前記第２のセルが、前
記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　前記第２のセルからシステム情報を受信することと、
　前記受信されたシステム情報に基づいて、前記第２の周波数において送信している前記
第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定することと、
　を備え、
　前記第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定すると、少なくともある時間期間の間
、ブラックリスト中に前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩをブラックリストすること、
　によって特徴付けられる、
　ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　ユーザ機器（ＵＥ）のモビリティと前記第１および第２のセルの信号品質とに基づいて
、前記第２の周波数において送信している前記第２のセルから前記第１の周波数において
送信している前記第１のセルへのインター周波数セル再選択を実施することと、
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　前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩがブラックリストされている場合、前記第１のセ
ルのインター周波数ＳＡＩリストから前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを除外した、
前記第２の周波数に関連する前記第１のセルの前記インター周波数ＳＡＩリスト、および
前記第１の周波数に関連する前記第１のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストを、報告する
ことと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥのモビリティと前記第１のセルおよび第３のセルの信号品質とに基づいて、前
記第１の周波数において送信している前記第１のセルから前記第２の周波数において送信
している前記第３のセルへのインター周波数セル再選択を実施することと、前記第３のセ
ルが、前記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　ブラックリストタイマーを停止することと、前記第３のセルのシステム情報が前記第３
のセルのイントラ周波数ＳＡＩリスト中に前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを含む場
合、前記ブラックリストから前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを削除することと、
　前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを除外することなしに、前記第２の周波数に関連
する前記第３のセルの前記イントラ周波数ＳＡＩリストを、および前記第３のセルの前記
インター周波数ネイバーの各々に関連する前記第３のセルのインター周波数ＳＡＩリスト
を、報告することと
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩがブラックリストされたとき、ブラックリストタ
イマーを開始することをさらに備え、
　ここにおいて、前記ブラックリストタイマーが満了したとき、前記方法は、
　現在のサービングセルが前記現在のサービングセルのシステム情報中に前記第２の周波
数に関する前記ＳＡＩを含むかどうかを決定することと、
　前記現在のサービングセルが前記現在のサービングセルの前記システム情報中に前記第
２の周波数に関する前記ＳＡＩを含む場合、前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを除外
することなしに、前記現在のサービングセルのサービング周波数に関連するイントラ周波
数ＳＡＩリストと、各ネイバーセルの周波数に関連するインター周波数ＳＡＩリストとを
報告することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ブラックリストタイマーの持続時間がユーザ機器（ＵＥ）のモビリティに従って構
成され、前記ＵＥの前記モビリティが前記ＵＥの移動履歴に基づいて決定される、請求項
４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のセルが前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩに関連しないと前記決定するこ
とは、
　前記第２のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストが前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩ
を含まないと決定すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記要求されたＭＢＭＳサービスと対応する前記第２の周波数が前記第２のセルの前記
第２の周波数と同じであると決定すると、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記イ
ンター周波数セル再選択を実施することの前に、アクティブ化タイマーを開始することを
さらに備え、
　ここにおいて、前記第２のセルが再選択された後に、前記ＳＡＩが前記第２のセルの前
記第２の周波数のイントラ周波数ＳＡＩリスト中に含まれる場合、前記第２の周波数に関
する前記ＳＡＩがブラックリストされず、
　ここにおいて、前記アクティブ化タイマーが満了し、前記要求されたＭＢＭＳサービス
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が前記第２のセル中で提供されないとき、アクティブ化失敗が報告される、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　サービスエリア識別情報（ＳＡＩ）と第２の周波数とに関連するマルチメディアブロー
ドキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）サービスを受けるべく要求を受信するた
めの手段と、
　第１の周波数において送信している第１のセルから前記第２の周波数において送信して
いる第２のセルへのインター周波数セル再選択を実施するための手段と、前記第２のセル
が、前記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　前記第２のセルからシステム情報を受信するための手段と、
　前記受信されたシステム情報に基づいて、前記第２の周波数において送信している前記
第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定するための手段と、
　を備え、
　前記第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定すると、少なくともある時間期間の間
、ブラックリスト中に前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩをブラックリストするための
手段、
　によって特徴付けられる、
　ワイヤレス通信の装置。
【請求項９】
　ユーザ機器（ＵＥ）のモビリティと前記第１および第２のセルの信号品質とに基づいて
、前記第２の周波数において送信している前記第２のセルから前記第１の周波数において
送信している前記第１のセルへのインター周波数セル再選択を実施するための手段と、
　前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩがブラックリストされている場合、前記第１のセ
ルのインター周波数ＳＡＩリストから前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを除外した、
前記第２の周波数に関連する前記第１のセルの前記インター周波数ＳＡＩリスト、および
前記第１の周波数に関連する前記第１のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストを、報告する
ための手段と
　をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ＵＥのモビリティと前記第１のセルおよび第３のセルの信号品質とに基づいて、前
記第１の周波数において送信している前記第１のセルから前記第２の周波数において送信
している前記第３のセルへのインター周波数セル再選択を実施するための手段と、前記第
３のセルが、前記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　ブラックリストタイマーを停止し、前記第３のセルのシステム情報が前記第３のセルの
イントラ周波数ＳＡＩリスト中に前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを含む場合、前記
ブラックリストから前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを削除するための手段と、
　前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを除外することなしに、前記第２の周波数に関連
する前記第３のセルの前記イントラ周波数ＳＡＩリストを、および前記第３のセルの前記
インター周波数ネイバーの各々に関連する前記第３のセルのインター周波数ＳＡＩリスト
を、報告するための手段と
　をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩがブラックリストされたとき、ブラックリストタ
イマーを開始するための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記ブラックリストタイマーが満了したとき、前記装置は、
　現在のサービングセルが前記現在のサービングセルのシステム情報中に前記第２の周波
数に関する前記ＳＡＩを含むかどうかを決定するための手段と、
　前記現在のサービングセルが前記現在のサービングセルの前記システム情報中に前記第
２の周波数に関する前記ＳＡＩを含む場合、前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩを除外
することなしに、前記現在のサービングセルのサービング周波数に関連するイントラ周波
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数ＳＡＩリストと、各ネイバーセルの周波数に関連するインター周波数ＳＡＩリストとを
報告するための手段とをさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ブラックリストタイマーの持続時間がユーザ機器（ＵＥ）のモビリティに従って構
成され、前記ＵＥの前記モビリティが前記ＵＥの移動履歴に基づいて決定される、請求項
１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第２のセルが前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩに関連しないと前記決定するた
めの前記手段は、
　前記第２のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストが前記第２の周波数に関する前記ＳＡＩ
を含まないと決定するようにさらに構成された、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記要求されたＭＢＭＳサービスと対応する前記第２の周波数が前記第２のセルの前記
第２の周波数と同じであると決定すると、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記イ
ンター周波数セル再選択を実施することの前に、アクティブ化タイマーを開始するための
手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のセルが再選択された後に、前記ＳＡＩが前記第２のセルの前
記第２の周波数のイントラ周波数ＳＡＩリスト中に含まれる場合、前記第２の周波数に関
する前記ＳＡＩがブラックリストされず、
　ここにおいて、前記アクティブ化タイマーが満了し、前記要求されたＭＢＭＳサービス
が前記第２のセル中で提供されないとき、アクティブ化失敗が報告される、請求項８に記
載の装置。
【請求項１５】
　請求項１～請求項７のうちのいずれか一項に記載の方法をプロセッサに実施させるため
のプロセッサ実行可能命令を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、それらの全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３
年９月３日に出願された「Ａ　ＭＥＴＨＯＤ　ＯＦ　ＥＮＨＡＮＣＩＮＧ　ＵＳＥＲ　Ｅ
ＸＰＥＲＩＥＮＣＥ　ＢＹ　ＵＳＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　ＩＮ
　ＬＴＥ　ＥＭＢＭＳ」と題する米国仮出願第６１／８７３，３２０号、および２０１４
年９月２日に出願された「Ａ　ＭＥＴＨＯＤ　ＯＦ　ＥＮＨＡＮＣＩＮＧ　ＵＳＥＲ　Ｅ
ＸＰＥＲＩＥＮＣＥ　ＢＹ　ＵＳＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　ＩＮ
　ＬＴＥ　ＥＭＢＭＳ」と題する米国非仮出願第１４／４７５，２１２号の利益を主張す
る。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、マルチメディアブロード
キャストマルチキャストサービスを受信するユーザ機器に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
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ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登
録商標））によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム
（ＵＭＴＳ）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善する
こと、コストを下げること、サービスを改善すること、新しいスペクトルを利用すること
、およびダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上では
ＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープ
ン規格とより良く統合することによって、モバイルブロードバンドインターネットアクセ
スをより良くサポートするように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバン
ドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要であ
る。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通
信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供さ
れる。本装置は、サービスレイヤにおいて、少なくとも１つの周波数に対応する少なくと
も１つのサービスエリア識別情報（ＳＡＩ：service area identity）を示すシステム情
報ブロックタイプ１５（ＳＩＢ１５：system information block type 15）を受信し得る
。本装置は、サービスレイヤにおいて、少なくとも１つのＳＡＩと少なくとも１つの周波
数とに対応する少なくとも１つの発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャスト
サービス（ｅＭＢＭＳ：evolved multimedia broadcast multicast service）サービスを
示すユーザサービス記述（ＵＳＤ：user service description）を検出し得る。本装置は
、サービスレイヤにおいてＵＳＤをＳＩＢ１５と相関させ、この相関に基づいて少なくと
も１つの利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定し得る。本装置は、モデムレイヤから受信
された情報に基づいてサービスレイヤにおいて、サービングセルがサービング周波数にお
いて利用可能なｅＭＢＭＳサービスを提供することが可能であるかどうかを決定し得る。
【０００６】
　[0006]本装置は、サービスレイヤからモデムレイヤに、サービング周波数においてサー
ビングセル中で利用可能なｅＭＢＭＳサービスについての要求を送り得る。本装置は、モ
デムレイヤにおいて、サービング周波数において送信しているサービングセルがｅＭＢＭ
Ｓサービスを提供しないと決定し得る。本装置は、この決定に基づいて、モデムレイヤか
らサービスレイヤに、サービング周波数に関連するＳＡＩリストを送り得、ＳＡＩリスト
は、ＳＡＩリスト中の各ＳＡＩがサービングセルによって提供されないという指示を含む
。本装置は、サービスレイヤにおいて、ＳＡＩリストに基づいてサービングセルが、要求
されたｅＭＢＭＳサービスを提供することが可能でないと決定し得る。本装置は、ＳＡＩ
リスト中のＳＡＩに対応する一時的モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ：Temporary Mo
bile Group Identity）がサービングセルによって提供されないと決定することによって
、サービスレイヤにおいて、ＳＡＩリストに基づいてサービングセルが、要求されたｅＭ
ＢＭＳサービスを提供することが可能でないと決定するように構成され得る。
【０００７】
　[0007]本装置は、モデムレイヤからサービスレイヤに、サービング周波数に関連するＳ
ＡＩリストを送り得る。本装置は、モデムレイヤにおいて、サービング周波数に関連する
サービングセルによって提供される１つまたは複数のＴＭＧＩを含むＴＭＧＩリストを決
定し得る。本装置は、モデムレイヤからサービスレイヤに、決定されたＴＭＧＩリストを
送り得る。本装置は、サービスレイヤにおいて、ＳＡＩリストと決定されたＴＭＧＩリス
トとに基づいてサービングセルが要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供するかどうかを決
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定し得る。サービスレイヤは、ＴＭＧＩリスト中に含まれるＴＭＧＩがサービングセルか
ら利用可能であると決定し得、サービスレイヤは、ＳＡＩリスト中に含まれるＳＡＩが、
ＴＭＧＩリスト中に含まれるＴＭＧＩに対応するとき、ＳＡＩがサービングセルから利用
可能であると決定し得る。サービングセルが、要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供しな
い場合、サービスアクティブ化要求がサービスレイヤからモデムレイヤに送られない。
【０００８】
　[0008]本装置は、サービスエリア識別情報（ＳＡＩ）と第２の周波数とに関連するマル
チメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）サービスを受信するよ
うにとの要求をし得る。本装置は、第１の周波数において送信している第１のセルから第
２の周波数において送信している第２のセルへのインター周波数セル再選択を実施し得、
第２のセルは、第１のセルに対するインター周波数ネイバー（neighbor）セルである。本
装置は、第２のセルからシステム情報を受信し得る。本装置は、受信されたシステム情報
に基づいて、第２の周波数において送信している第２のセルがＳＡＩに関連しないと決定
し得る。本装置は、第２のセルがＳＡＩに関連しないと決定すると、少なくともある時間
期間の間、ブラックリスト中に第２の周波数上のＳＡＩをブラックリストし得る。第２の
セルが第２の周波数上のＳＡＩに関連しないと決定するように構成された本装置は、第２
のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストが第２の周波数上のＳＡＩを含まないと決定するよ
うにさらに構成され得る。本装置は、要求されたＭＢＭＳサービスと対応する第２の周波
数が第２のセルの第２の周波数と同じであると決定すると、第１のセルから第２のセルへ
のインター周波数セル再選択を実施する前に、アクティブ化タイマーを開始し得、ここで
、第２のセルが再選択された後に、ＳＡＩが第２のセルの第２の周波数のイントラ周波数
ＳＡＩリスト中に含まれる場合、第２の周波数上のＳＡＩはブラックリストされず、また
、アクティブ化タイマーが満了し、要求されたＭＢＭＳサービスが第２のセル中で提供さ
れないとき、アクティブ化失敗が報告される。
【０００９】
　[0009]本装置は、ユーザ機器（ＵＥ）のモビリティと第１および第２のセルの信号品質
とに基づいて、第２の周波数において送信している第２のセルから第１の周波数において
送信している第１のセルへのインター周波数セル再選択を実施し得る。本装置は、第２の
周波数上のＳＡＩがブラックリストされた場合、第１のセルのインター周波数ＳＡＩリス
トから第２の周波数上のＳＡＩを除外して、第１の周波数に関連する第１のセルのイント
ラ周波数ＳＡＩリストと、第２の周波数に関連する第１のセルのインター周波数ＳＡＩリ
ストとを報告し得る。本装置は、ＵＥのモビリティと第１および第３のセルの信号品質と
に基づいて、第１の周波数において送信している第１のセルから第２の周波数において送
信している第３のセルへのインター周波数セル再選択を実施し得、第３のセルは、第１の
セルに対するインター周波数ネイバーセルである。本装置は、ブラックリストタイマーを
停止し得、第３のセルのシステム情報が第３のセルのイントラ周波数ＳＡＩリスト中に第
２の周波数上のＳＡＩを含む場合、ブラックリストから第２の周波数上のＳＡＩを削除す
る。本装置は、第２の周波数上のＳＡＩを除外することなしに、第２の周波数に関連する
第３のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストと、第３のセルのインター周波数ネイバーの各
々に関連する第３のセルのインター周波数ＳＡＩリストとを報告し得る。
【００１０】
　[0010]本装置は、第２の周波数上のＳＡＩがブラックリストされたとき、ブラックリス
トタイマーを開始し得る。ブラックリストタイマーが満了したとき、本装置は、現在のサ
ービングセルが現在のサービングセルのシステム情報中に第２の周波数上のＳＡＩを含む
かどうかを決定し得、現在のサービングセルが現在のサービングセルのシステム情報中に
第２の周波数上のＳＡＩを含む場合、第２の周波数上のＳＡＩを除外することなしに、現
在のサービングセルのサービング周波数に関連するイントラ周波数ＳＡＩリストと、各ネ
イバーセルの周波数に関連するインター周波数ＳＡＩリストとを報告し得る。ブラックリ
ストタイマーの持続時間はユーザ機器（ＵＥ）のモビリティに従って構成され、ＵＥのモ
ビリティはＵＥの移動履歴に基づいて決定される。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】[0011]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0012]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0013]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0014]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0015]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0016]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７Ａ】[0017]マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク中の発展型マ
ルチメディアブロードキャストマルチキャストサービスチャネル構成の一例を示す図。
【図７Ｂ】[0018]マルチキャストチャネルスケジューリング情報メディアアクセス制御制
御要素のフォーマットを示す図。
【図８】[0019]ＵＳＤとＳＩＢとの使用を示す例示的な図。
【図９Ａ】[0020]既存の規格によって指定された手順が利用されるときに問題が起こり得
る例示的なシナリオを示す図。
【図９Ｂ】既存の規格によって指定された手順が利用されるときに問題が起こり得る例示
的なシナリオを示す図。
【図９Ｃ】既存の規格によって指定された手順が利用されるときに問題が起こり得る例示
的なシナリオを示す図。
【図１０】[0021]アクティブ化時間の使用を示す例示的な流れ図。
【図１１】[0022]ブラックリストの使用を示す例示的な流れ図。
【図１２】[0023]一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１３】[0024]一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１４】[0025]一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１５】[0026]一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１６】[0027]一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１７】[0028]一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１８】[0029]例示的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフ
ローを示す概念データフロー図。
【図１９】[0030]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0031]添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成を説明するもので
あり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない。詳細な説
明は、様々な概念の完全な理解をもたらす目的で、具体的な詳細を含んでいる。しかしな
がら、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが、当業者には明ら
かであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られて
いる構造および構成要素がブロック図の形態で示される。
【００１３】
　[0032]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」
と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような
要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定の適
用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１４】
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　[0033]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実施するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味するように広
く解釈されたい。
【００１５】
　[0034]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく、例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ
（ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コン
パクトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の
所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによって
アクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用するディスク
（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光
ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登
録商標）ディスク（disk）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し
、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、コンピ
ュータ可読媒体の範囲内に含まれるものとする。
【００１６】
　[0035]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼ばれるこ
とがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭ
ＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、発展型パケットコア
（ＥＰＣ）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、事業者のインターネット
プロトコル（ＩＰ）サービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと
相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェース
は図示されていない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業
者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示される様々な概念は、回線交換
サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００１７】
　[0036]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２インターフ
ェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、ノードＢ
、アクセスポイント、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシー
バ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または何らか
の他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へ
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のアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン、スマートフォ
ン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）フォン、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジ
タルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット
、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局
、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニッ
ト、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイ
ス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、
ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何ら
かの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００１８】
　[0037]ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ）１１２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と
、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１
２４と、ブロードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ）１２６と、パ
ケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は
、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して
、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービン
グゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲ
ートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥのＩＰアドレス割振
りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２
に接続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネットと、
ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）と、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）
とを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配
信のための機能を与え得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信の
ためのエントリポイントとして働き得、ＰＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し、
開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュールし、配信するために使用され得
る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャ
ストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ（た
とえば、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッシ
ョン管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当し得る。
【００１９】
　[0038]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００はいくつかのセルラ
ー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０
８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ
））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）であり得る。マ
クロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべて
のＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるために構成される。アクセス
ネットワーク２００のこの例では集中コントローラはないが、代替構成では集中コントロ
ーラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、ス
ケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む
、すべての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、３つの）
セル（セクタとも呼ばれる）をサポートし得る。「セル」という用語は、ｅＮＢの最も小
さいカバレージエリアを指すことがあり、および／またはｅＮＢサブシステムサービング
は特定のカバレージエリアである。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」と
いう用語は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００２０】
　[0039]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
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開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易
に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。ただし
、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡
張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（Ｅ
Ｖ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－Ｄ
ＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシ
ッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインターフェース規格であり
、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用する
。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭ
ＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ
）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、な
らびに、ＯＦＤＭＡを採用する発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１
（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥ
ＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲ
Ａ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤ
ＭＡ２０００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実
際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課される
全体的な設計制約に依存することになる。
【００２１】
　[0040]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化と、ビームフォーミングと、送信ダ
イバーシティとをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ２０６に到着し、これ
により、ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータスト
リームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディ
ングされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコー
ディングされた各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２２】
　[0041]空間多重化は、概して、チャネル状態が良いときに使用される。チャネル状態が
あまり好ましくないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるために
ビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを介した送信のためにデー
タを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて良
好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリー
ムビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２３】
　[0042]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアにわたってデータを変調するスペクトル拡散技法である
。サブキャリアは、正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデー
タを復元することを可能にする「直交性」を実現する。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル
間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）
が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を
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補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２４】
　[0043]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領
域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサ
イクリックプレフィックスについては、時間領域中に７つの連続するＯＦＤＭシンボル、
すなわち８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて
は、リソースブロックは、時間領域中に６つの連続するＯＦＤＭシンボルを含んでおり、
７２個のリソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつ
かはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもあ
る）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４とを含む。Ｕ
Ｅ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされるリ
ソースブロック上のみで送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調
方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方
式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２５】
　[0044]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報の送信のために
ＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべての
リソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中の
隣接サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、隣接サブキャリアを含
むデータセクションを生じる。
【００２６】
　[0045]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するために
、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂをも割り当てられ得る。Ｕ
Ｅは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てられた
リソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）中でデータのみまたはデータ
と制御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得
、周波数上でホッピングし得る。
【００２７】
　[0046]初期システムアクセスを実施し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロックのセットが使用され得る。ＰＲ
ＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかなるＵＬデータ／シグナリングも搬
送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソースブ
ロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワークによって指定される。す
なわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある時間リソースおよび周波数リソー
スに制限される。ＰＲＡＣＨのために周波数ホッピングはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一の
サブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の隣接サブフレームのシーケンス中で搬送され、
ＵＥはフレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みのみを行うことができる。
【００２８】
　[0047]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３という３つのレイヤととも
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に示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号
処理機能を実装する。Ｌ１レイヤは本明細書では物理レイヤ５０６と呼ばれる。レイヤ２
（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥ
とｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００２９】
　[0048]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）サブレイヤ５１０と、無線リンク制御（ＲＬ
Ｃ）サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：pack
et data convergence protocol）５１４サブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥ
は、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８において終端されるネットワークレイヤ
（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）
において終端されるアプリケーションレイヤとを含めて、Ｌ２レイヤ５０８の上にいくつ
かの上位レイヤを有し得る。
【００３０】
　[0049]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥのためのｅＮＢ間のハンドオーバサポートとをもたらす。ＲＬＣサブレイ
ヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、紛
失データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）による、順が狂っ
た受信を補正するためのデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は
、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１
０はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソース（たとえば、リソースブロック
）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱ演算を担当する
。
【００３１】
　[0050]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６
は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間のＲ
ＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００３２】
　[0051]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ
／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能
を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに
基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと、
論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース
割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ演算と、紛失パケッ
トの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３３】
　[0052]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ：binary p
hase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrature phase-shift ke
ying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keying）、多値直交振幅
変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づく信号コンスタレー
ションへのマッピングとを可能にするために、コーディングとインターリービングとを含
む。コーディングされ変調されたシンボルは、次いで並列ストリームに分割される。各ス
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トリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／または周
波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで逆高速フーリエ変
換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬
送する物理チャネルが生成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成
するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定
値は、コーディングおよび変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用さ
れ得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャ
ネル状態フィードバックから導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機
６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信
のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３４】
　[0053]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実施し得る。複数の空間ス
トリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単一の
ＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、高速フ
ーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域
に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシン
ボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと、基準信号とは、ｅＮＢ６１０
によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポイントを決定すること
によって復元され、復調される。これらの軟決定は、チャネル推定器６５８によって計算
されるチャネル推定値に基づき得る。軟決定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ６１０
によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号され、デインターリ
ーブされる。データと制御信号とは、次いでコントローラ／プロセッサ６５９に与えられ
る。
【００３５】
　[0054]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読
と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤ
の上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に与えられる。また、様々な
制御信号が、Ｌ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロ
セッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ演算をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／ま
たは否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用する誤り検出を担当する。
【００３６】
　[0055]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよ
び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた
、ＨＡＲＱ演算と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担当す
る。
【００３７】
　[0056]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
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ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３８】
　[0057]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００３９】
　[0058]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロ
セッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポー
トチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読と、ヘッ
ダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパ
ケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、Ｈ
ＡＲＱ演算をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤
り検出を担当する。
【００４０】
　[0059]図７Ａは、ＭＢＳＦＮにおける発展型ＭＢＭＳ（ｅＭＢＭＳ）チャネル構成の一
例を示す図７５０である。図７５０は、ｅＭＢＭＳサービスを提供するエリアである、Ｍ
ＢＭＳサービスエリアを示している。ＭＢＭＳサービスエリアは１つまたは複数のＭＢＳ
ＦＮエリアに分割され得る。各ＭＢＳＦＮエリアは、同じｅＭＢＭＳコンテンツを同期的
に送信することができるｅＮＢのエリアである。ＭＢＳＦＮエリアは、現場の、領域の、
および国のコンテンツをブロードキャストするために使用され得る。ＭＢＳＦＮエリアの
サイズは、現場内ブロードキャストの場合、１つのセル程度に小さくなり得る。図７５０
において、セル７５２’中のｅＮＢ７５２は第１のＭＢＳＦＮエリアを形成し得、セル７
５４’中のｅＮＢ７５４は第２のＭＢＳＦＮエリアを形成し得る。ｅＮＢ７５２、７５４
はそれぞれ、他のＭＢＳＦＮエリア、たとえば、最高合計８つのＭＢＳＦＮエリアに関連
付けられ得る。ＭＢＳＦＮエリア内のセルは予約済みセルを指定され得る。予約済みセル
は、マルチキャスト／ブロードキャストコンテンツを与えないが、セル７５２’、７５４
’に時間同期させられ、ＭＢＳＦＮエリアへの干渉を制限するために、ＭＢＳＦＮリソー
ス上で制限電力を有する。ＭＢＳＦＮエリア中の各ｅＮＢは、同じｅＭＢＭＳ制御情報と
データとを同期的に送信する。各エリアは、ブロードキャストサービスと、マルチキャス
トサービスと、ユニキャストサービスとをサポートし得る。ユニキャストサービスは、特
定のユーザを対象とするサービス、たとえば、音声通話である。マルチキャストサービス
は、ユーザのグループによって受信され得るサービス、たとえば、サブスクリプションビ
デオサービスである。ブロードキャストサービスは、すべてのユーザによって受信され得
るサービス、たとえば、ニュースブロードキャストである。図７Ａを参照すると、第１の
ＭＢＳＦＮエリアは、特定のニュースブロードキャストをＵＥ７７０に与えることなどに
よって、第１のｅＭＢＭＳブロードキャストサービスをサポートし得る。第２のＭＢＳＦ
Ｎエリアは、異なるニュースブロードキャストをＵＥ７６０に与えることなどによって、
第２のｅＭＢＭＳブロードキャストサービスをサポートし得る。各ＭＢＳＦＮエリアは、
複数の物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）（たとえば、１５個のＰＭＣＨ）をサポ
ートする。各ＰＭＣＨはマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）に対応する。各ＭＣＨは、複
数（たとえば、２９個）のマルチキャスト論理チャネルを多重化することができる。各Ｍ
ＢＳＦＮエリアは１つのマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）を有し得る。したがっ
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て、１つのＭＣＨは、１つのＭＣＣＨと複数のマルチキャストトラフィックチャネル（Ｍ
ＴＣＨ）とを多重化し得、残りのＭＣＨは複数のＭＴＣＨを多重化し得る。
【００４１】
　[0060]ＵＥは、ｅＭＢＭＳサービスアクセスの利用可能性と、対応するアクセス層構成
を発見するためにＬＴＥセルにキャンプオンすることができる。第１のステップにおいて
、ＵＥは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）１３（ＳＩＢ１３）を取得し得る。第２のス
テップにおいて、ＳＩＢ１３に基づいて、ＵＥは、ＭＣＣＨ上でＭＢＳＦＮエリア構成メ
ッセージを取得し得る。第３のステップにおいて、ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージに基
づいて、ＵＥは、ＭＣＨスケジューリング情報（ＭＳＩ）のＭＡＣ制御要素を取得し得る
。ＳＩＢ１３は、（１）セルによってサポートされる各ＭＢＳＦＮエリアのＭＢＳＦＮエ
リア識別子と、（２）ＭＣＣＨ繰返し期間（たとえば、３２個、６４個、．．．、２５６
個のフレーム）、ＭＣＣＨオフセット（たとえば、０個、１個、．．．、１０個のフレー
ム）、ＭＣＣＨ修正期間（たとえば、５１２個、１０２４個のフレーム）、シグナリング
変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、繰返し期間とオフセットとによって示される無
線フレームのどのサブフレームがＭＣＣＨを送信することができるかを示すサブフレーム
割振り情報などのＭＣＣＨを取得するための情報と、（３）ＭＣＣＨ変更通知構成とを示
す。典型的には、ＭＢＳＦＮエリアごとに１つのＭＢＳＦＮエリア構成メッセージが存在
する。ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージは、（１）ＰＭＣＨ内の論理チャネル識別子によ
って識別される各ＭＴＣＨの一時的モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）および随意の
セッション識別子と、（２）ＭＢＳＦＮエリアの各ＰＭＣＨを送信するための割り振られ
たリソース（すなわち、無線フレームおよびサブフレーム）およびそのエリア内のすべて
のＰＭＣＨのための割り振られたリソースの割振り期間（たとえば、４個、８個、．．．
、２５６個のフレーム）と、（３）ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素が送信されるＭＣＨスケジュ
ーリング期間（ＭＳＰ）（たとえば、８個、１６個、３２個、．．．、または１０２４個
の無線フレーム）とを示し得る。
【００４２】
　[0061]図７Ｂは、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素のフォーマットを示す図７９０である。ＭＳ
Ｉ　ＭＡＣ制御要素は、ＭＳＰごとに１回送られ得る。ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、ＰＭ
ＣＨの各スケジューリング期間の最初のサブフレーム中で送られ得る。ＭＳＩ　ＭＡＣ制
御要素は、ＰＭＣＨ内の各ＭＴＣＨの停止フレームおよびサブフレームを示すことができ
る。ＭＢＳＦＮエリアごとにＰＭＣＨ当たり１つのＭＳＩが存在し得る。
【００４３】
　[0062]ＭＢＭＳ受信のためのモビリティ手順は、ＵＥがセルを変更したとき、ＵＥがＭ
ＢＳＦＮを介してＭＢＭＳサービスを受信するのを開始または継続することを可能にする
。Ｅ－ＵＴＲＡＮ手順は、同じＭＢＳＦＮエリア内のＵＥのモビリティに関してサービス
継続性のサポートを提供する。同じ地理的エリア内で、ＭＢＭＳサービスは２つ以上の周
波数上で提供され得る。ＭＢＭＳサービスを提供するために使用される周波数は、ＰＬＭ
Ｎ内の１つの地理的エリアから別の地理的エリアに変化し得る。セル再選択を実施してい
るＲＲＣアイドル状態（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態）でＭＢＭＳサービスを受信しているか、
またはＲＲＣ接続状態（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態）にあるＵＥは、ターゲットセ
ルＭＣＣＨからターゲットセルＭＴＣＨ情報を取得する。
【００４４】
　[0063]ネイバーセルのネイバー周波数上でＭＢＭＳ関係のシステム情報および／または
ＭＣＣＨを読み取る必要を回避するために、ＵＥは、ＭＢＳＦＮを介してどの周波数がど
のＭＢＭＳサービスを提供するのかをＵＥが気づかされ得るように、ユーザサービス記述
（ＵＳＤ）およびシステム情報などのＭＢＭＳ支援情報の組合せを与えられ得る。概して
、ＥＰＣ１１０のＢＭ－ＳＣ１２６はＵＥにＵＳＤを与える。（３ＧＰＰ　ＴＳ　２６．
３４６に記載されているように）ＵＳＤにおいて、サービスごとに、アプリケーション／
サービスレイヤは、ＴＭＧＩと、セッション開始時間と、セッション終了時間と、ＭＢＭ
Ｓサービスエリアに属する周波数およびＭＢＭＳサービスエリア識別情報（３ＧＰＰ　Ｔ
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Ｓ　２３．００３のセクション１５．３に記載されている、ＭＢＭＳ　ＳＡＩ）とを与え
る。各サービスは、サービスのための周波数と、サービスのために現在のセルによってカ
バーされるサービスエリアを識別するＳＡＩとに関連付けられる。たとえば、１つのＳＡ
Ｉは米国全体のサービスエリア用のものであり得（国カバレージエリア）、別のＳＡＩは
１つの都市のサービスエリア用のものであり得る（ローカルカバレージエリア）。ＵＳＤ
は、特定のサービスを提供する周波数およびサービスエリアを示す。ＵＳＤは、いくつか
のサービスのための情報を含み得る。ユーザがＵＥを介してサービスを選定したとき、Ｕ
Ｅは、対応するＴＭＧＩを選択し、このようにして、ＴＭＧＩに対応するサービスが提供
される。さらに、ＵＥがあるセルから別のセルに移動したとき、各セルによって、システ
ム情報中で搬送されるローカル情報がブロードキャストされ得る。システム情報の一例と
して、ＭＢＭＳセルであるか非ＭＢＭＳセルであるかにかかわらず、現在のサービングセ
ルは、システム情報ブロックタイプ１５（ＳＩＢ１５）中で、サービングセルのサービン
グ周波数に関連するＭＢＭＳ　ＳＡＩと、もしあれば、各ネイバーインター周波数のＭＢ
ＭＳ　ＳＡＩとを示す。
【００４５】
　[0064]図８は、　ＵＳＤとＳＩＢとの使用を示す例示的な図８００である。詳細には、
図８００は、特定の周波数上で特定のサービスエリアによって何のサービスまたはＴＭＧ
Ｉがサポートされるのかを決定するためにＵＳＤとＳＩＢ１５とがどのように使用され得
るかの一例である。例示的な図８００によれば、ＵＳＤ８１０が、ＵＥ８２０に与えられ
、ＴＭＧＩ１、ＴＭＧＩ２、およびＴＭＧＩ３を含む。概して、ＵＥ８２０がオンにされ
ネットワークに接続されたとき、ＵＥ８２０はネットワーク（たとえば、ＥＰＣ１１０）
からＵＳＤ８１０を取得し、ここで、ＵＳＤ８１０は、（たとえば、ＳＡＩによって識別
される）特定のサービスエリア中の特定の周波数によるサービス提供を示すための、ネッ
トワーク中のグローバルマップである。ＴＭＧＩ１は、周波数１（Ｆ１）上のサービスエ
リア識別情報１（ＳＡＩ１）において、および周波数２（Ｆ２）上のサービスエリア識別
情報２（ＳＡＩ２）において利用可能である。ＴＭＧＩ２はＦ２上のＳＡＩ２において利
用可能である。ＴＭＧＩ３はＦ１上のＳＡＩ１において利用可能である。サービング周波
数Ｆ１上のマクロセルＡ８３０はＳＡＩ１に関連付けられる。マクロセルＡ８３０は、関
連するサービスエリア識別情報ＳＡＩ１をもつイントラ周波数Ｆ１と、関連するサービス
エリア識別情報ＳＡＩ２をもつネイバーインター周波数Ｆ２とを示す、ＳＩＢ１５　８３
１をブロードキャストする。このようにして、ＳＩＢ１５　８３１は（Ｆ１：ＳＡＩ１、
Ｆ２：ＳＡＩ２）を含む。マクロセルＡ８３０のネイバーインター周波数Ｆ２は、マクロ
セルＡ８３０のネイバーであるピコセルＢ８４０のサービング周波数Ｆ２である。ピコセ
ルＢ８４０はサービング周波数Ｆ２上にあり、ＳＡＩ２に関連付けられる。ピコセルＢ８
４０は、ＳＡＩ２をもつイントラ周波数Ｆ２と、ＳＡＩ１をもつネイバーインター周波数
Ｆ１とを示すＳＩＢ１５　８４１をブロードキャストする。このようにして、ＳＩＢ１５
　８４１は（Ｆ２：ＳＡＩ２、Ｆ１：ＳＡＩ１）を含む。例示的な図８００では、ＵＥ８
２０はマクロセルＡ８３０のカバレージ内にある。したがって、ＵＥ８２０はマクロセル
Ａ８３０からＳＩＢ１５　８３１を受信する。ＵＳＤ８１０に基づいて、ＵＥ８２０は、
ＴＭＧＩ１およびＴＭＧＩ３が周波数Ｆ１上のＳＡＩ１において利用可能であると決定す
る。ＵＥ８２０はまた、ＵＳＤ８１０に基づいて、ＴＭＧＩ１およびＴＭＧＩ２が周波数
Ｆ２上のＳＡＩ２において利用可能であると決定する。
【００４６】
　[0065]セルのＳＩＢ１５は、現在のサービング周波数またはイントラ周波数に関連する
イントラ周波数ＳＡＩリストと、それに続いて１つまたは複数のインター周波数ＳＡＩリ
ストとを含み得、ここで、各インター周波数ＳＡＩリストはインター周波数のうちの１つ
に関連付けられる。すなわち、ＳＩＢ１５は、イントラ周波数に関連する１つまたは複数
のＳＡＩをもつ、現在のサービングセルのイントラ周波数と、それに続いて、インター周
波数に関連するＳＡＩのリストをもつ、ネイバーセルのインター周波数とを含み得る。こ
のようにして、ＳＩＢ１５は、ＳＩＢ１５（イントラ周波数ＳＡＩリスト、ネイバーイン
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ター周波数１用のインター周波数ＳＡＩリスト、ネイバーインター周波数２用のインター
周波数ＳＡＩリスト、．．．）またはＳＩＢ１５（イントラ周波数：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２
、．．．、ネイバーインター周波数１：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２、．．．、ネイバーインター
周波数２：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２、．．．、ネイバーインター周波数ｎ：ＳＡＩ１、ＳＡＩ
２、．．．）として表され得る。図８００に示された例では、セルＡ８３０によって送信
されるＳＩＢ１５　８３１は、（Ｆ１：ＳＡＩ１）のイントラ周波数および関連するＳＡ
Ｉリストと、（Ｆ２：ＳＡＩ２）のインター周波数Ｆ２および関連するＳＡＩリストとを
含む。
【００４７】
　[0066]図８００は、１つのインター周波数ネイバーセル（すなわち、ピコセルＢ８４０
）を有するマクロセルＡ８３０の一例を示すものにすぎないことに留意されたい。しかし
ながら、２つ以上のインター周波数ネイバーセルがあり得る。たとえば、マクロセルＡ８
３０内に、ピコセルＢ８４０および別のピコセルＣがあり得る。ピコセルＣが、サービン
グ周波数Ｆ３をもつＳＡＩ３をカバーする場合、この例においてマクロセルＡ８３０によ
って送信されるＳＩＢ１５は、（Ｆ１：ＳＡＩ１、Ｆ２：ＳＡＩ２、Ｆ３：ＳＡＩ３）を
含み得、ここで、Ｆ１はイントラ周波数であり、Ｆ２およびＦ３はインター周波数である
。
【００４８】
　[0067]別の場合では、ＵＥがキャンプオンされた現在のセルと、現在のセルの１つまた
は複数のネイバーセルは、同じ周波数において送信し得る。そのような場合、イントラ周
波数はあるが、どんなネイバーインター周波数もないことがある。この場合、セルによっ
て送信されるＳＩＢ１５は、イントラ周波数ＳＡＩリストを含み得るが、インター周波数
ＳＡＩリストを含まないことがある。このようにして、ＳＩＢ１５は、ＳＩＢ１５（イン
トラ周波数ＳＡＩリスト）またはＳＩＢ１５（イントラ周波数：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２、．
．．）として表され得る。イントラ周波数ＳＡＩリストは、ＵＥがキャンプオンされた現
在のセルに関連する１つまたは複数のＳＡＩ、ならびに１つまたは複数のインター周波数
ネイバーセルに関連する１つまたは複数のＳＡＩを含み得ることに留意されたい。たとえ
ば、現在のセルおよびそれのネイバーセルが周波数Ｆ１において送信し、現在のセルはＳ
ＡＩ１に関連付けられ、ネイバーセルはＳＡＩ２に関連付けられる場合、現在のセルによ
って送信されるＳＩＢ１５は、ＳＩＢ１５（Ｆ１：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２）として表され得
る。したがって、この例では、ＳＩＢ１５は、イントラ周波数Ｆ１と、現在のセルに関連
するＳＡＩ１およびネイバーセルに関連するＳＡＩ２の関連ＳＡＩリストとを含み得る。
【００４９】
　[0068]図９Ａ～図９Ｃは、既存の規格によって指定された手順が利用されるときに問題
が起こり得る例示的なシナリオを示す。詳細には、同じＳＡＩに属しない特定の周波数上
で動作している複数のセルがあるか、またはそれらのセルのうちの少なくとも１つがｅＭ
ＢＭＳサービスを提供しないイントラ周波数ネイバー構成シナリオに関して、３ＧＰＰ規
格は、ＳＩＢ１５が何を含んでいるべきかに関して明瞭でない。たとえば、規格は、ＳＩ
Ｂ１５がサービングセルのＳＡＩリストのみを含むべきであるかどうか、またはＳＩＢ１
５がサービングセルのインター周波数ネイバーセルのＳＡＩリストをさらに含むべきであ
るかどうかに関して明瞭でない。
【００５０】
　[0069]図９Ａは、イントラ周波数ネイバー構成をもつ第１のシナリオを示す例示的な図
９００である。この例では、ＵＥ９０１はセルＡ９１０内に位置する。セルＡ９１０およ
びセルＢ９２０は、同じサービング周波数Ｆ１において送信しているイントラ周波数ネイ
バーである。この例では、セルＡ９１０はＦ１のサービング周波数において送信するが、
ｅＭＢＭＳサービスを提供しない。したがって、セルＡ９１０はＳＩＢ１３をブロードキ
ャストしない。セルＢ９２０は、Ｆ１のサービング周波数において送信し、サービスエリ
ア識別情報ＳＡＩ１に関連付けられ、セルＢ　ＳＩＢ１５　９２１をブロードキャストし
、このセルＢ　ＳＩＢ１５　９２１は、イントラ周波数Ｆ１と、Ｆ１がセルＢ９２０のイ



(18) JP 6461966 B2 2019.1.30

10

20

30

40

50

ントラ周波数（すなわち、サービング周波数）であることを示す関連ＳＡＩリストとにつ
いての情報（Ｆ１：ＳＡＩ１）を含んでいる。セルＡ９１０はｅＭＢＭＳサービスを提供
しないが、セルＡ９１０はセルＡ　ＳＩＢ１５　９１１を依然としてブロードキャストし
、このセルＡ　ＳＩＢ１５　９１１は、イントラ周波数Ｆ１と、Ｆ１がセルＡのイントラ
周波数であることを示す関連ＳＡＩリストとについての情報（Ｆ１：ＳＡＩ１）を含む。
したがって、セルＡ９１０は、周波数Ｆ１上のＳＡＩ１に関連付けられたネイバーセルＢ
９２０の存在によって引き起こされる、サービング周波数Ｆ１とサービスエリア識別情報
ＳＡＩ１とをリストするセルＡ　ＳＩＢ１５　９１１をブロードキャストするという理由
で、セルＡ９１０は、ＵＥには、セルＡ９１０がｅＭＢＭＳサービスを提供するかのよう
に見える。たとえば、セルＡ９１０にキャンプオンされたＵＥ９０１が、ＳＡＩ１におい
て利用可能であるＴＭＧＩに対応するサービスを選択したとき、セルＡ９１０はｅＭＢＭ
Ｓコンテンツをブロードキャストしないので、ＴＭＧＩアクティブ化は失敗する。しかし
ながら、ＴＭＧＩアクティブ化が失敗した後に、ＵＥ９０１は、ネイバーセルＢ９２０の
存在によりＳＡＩ１が利用可能であることを（たとえば、ユーザインターフェースにおい
て）依然として示し得る。次いで、セルＡ９１０にキャンプオンされたＵＥ９０１は、Ｔ
ＭＧＩアクティブ化を再び試み得、再び失敗することになる。
【００５１】
　[0070]特に、ＵＥ９０１の最下層であり得るモデムレイヤ（ＭＬ：modem layer）は、
ＳＩＢ１５などのシステム情報を受信し、処理する。その後、ＭＬは、ＵＥ９０１の上位
レイヤであるサービスレイヤ（ＳＬ：service layer）にＳＩＢ１５を受け渡す。ＵＥ９
０１がアクティブ化されたとき、ＵＥ９０１のＳＬは（ｅＭＢＭＳサービスのグローバル
マップとして）ＵＳＤを受信する。ユーザは、特定のサービスを選択するためにＵＥ９０
１を使用し得、それにより、ＳＬは、選択されたサービスに対応するＴＭＧＩ要求をＭＬ
に送るようにトリガされる。セルＡ９１０にキャンプオンされたＵＥ９０１のＭＬは、Ｕ
Ｅ９０１のＭＬが、セルＡ９１０がｅＭＢＭＳサービスを提供しないと決定したとき、Ｕ
Ｅ９０１のＳＬからのＴＭＧＩ要求を拒否する。しかしながら、セルＡ　ＳＩＢ１５　９
１１はＦ１およびＳＡＩ１を依然として含んでいるので、ＳＬは再びＭＬにＴＭＧＩ要求
を送り得、セルＡ９１０はｅＭＢＭＳサービスを提供しないので、ＭＬは再びＴＭＧＩ要
求を拒否することになる。このようにして、ＳＬがＭＬにＴＭＧＩ要求を送り、ＭＬがＴ
ＭＧＩ要求を拒否することが連続ループになり得、それにより、望ましくないＵＥ挙動が
生じる。
【００５２】
　[0071]図９Ｂは、別のイントラ周波数ネイバー構成をもつ第２のシナリオを示す例示的
な図９３０である。この例では、ＵＥ９０１はセルＡ９４０中に位置する。セルＡ９４０
およびセルＢ９５０は、互いの近くに位置するイントラ周波数ネイバーである。図９３０
の例では、セルＡ９４０とセルＢ９５０の両方がｅＭＢＭＳサービスを提供する。セルＡ
９４０は、Ｆ１のサービング周波数において送信し、サービスエリア識別情報ＳＡＩ１に
関連付けられる。セルＡ９４０は、以下の情報（Ｆ１：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２）をもつセル
Ａ　ＳＩＢ１５　９４１をブロードキャストし、この情報（Ｆ１：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２）
は、Ｆ１がセルＡ９４０のイントラ周波数であることと、Ｆ１がＳＡＩ１およびＳＡＩ２
の関連ＳＡＩリストを有することとを示す。セルＢ９５０は、Ｆ１のサービング周波数に
おいて送信し、サービスエリア識別情報ＳＡＩ２に関連付けられる。セルＢ９５０は、以
下の情報（Ｆ１：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２）をもつセルＢ　ＳＩＢ１５　９５１をブロードキ
ャストし、この情報（Ｆ１：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２）は、Ｆ１がセルＢ９５０のイントラ周
波数であることと、Ｆ１がＳＡＩ１およびＳＡＩ２の関連ＳＡＩリストを有することとを
示す。セルからのＳＩＢ１５中にリストされる第１の周波数は、セルのイントラ周波数で
あることに留意されたい。ＳＩＢ１５が２つ以上の周波数をリストした場合、第１の周波
数以外の他の周波数は、それらの他の周波数において動作しているネイバーセルの存在に
より、インター周波数である。たとえば、Ｆ１に関連するＳＡＩ２はセルＡ　ＳＩＢ１５
　９４１中に含まれるので、セルＡ９４０にキャンプオンされたＵＥ９０１は、ＳＡＩ２
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において利用可能であるＴＭＧＩに対応するサービスを選択し得る。セルＡ９４０はＦ１
上のＳＡＩ１のみに関連付けられるので、Ｆ１におけるＳＡＩ２において利用可能なＴＭ
ＧＩのアクティブ化は失敗する。しかしながら、ＴＭＧＩアクティブ化が失敗した後に、
セルＡ　ＳＩＢ１５　９４１は、サービスがＦ１上のＳＡＩ１とＳＡＩ２の両方において
利用可能であることを示すので、セルＡ９４０にキャンプオンされたＵＥ９０１は、ＳＡ
Ｉ２におけるサービスがセルＡ９４０において利用可能であることを（たとえば、ユーザ
インターフェースにおいて）依然として示し得る。次いで、ＵＥ９０１は、ＳＡＩ２にお
いて利用可能であるＴＭＧＩに対応するサービスを再び選択することによってサービスを
アクティブ化することを再試行し得、ＴＭＧＩアクティブ化は再び失敗することになる。
【００５３】
　[0072]特に、ＵＥ９０１のＭＬは、ＳＩＢ１５などのシステム情報を受信し、処理し、
次いで、ＳＩＢ１５情報をＵＥ９０１のＳＬに受け渡す。セルＡはＳＡＩ１をサポートし
、ＳＡＩ２をサポートしないが、Ｆ１上でセルＡ９４０はＳＡＩ１をサポートし、セルＡ
９４０のネイバーセル（すなわち、セルＢ９５０）はＳＡＩ２をサポートするので、セル
Ａ　ＳＩＢ１５　９４１は、Ｆ１上でＳＡＩ１とＳＡＩ２の両方が利用可能であることを
示す。したがって、ＵＥ９０１は、ユーザが、Ｆ１に関連するＳＡＩ２にＴＭＧＩが対応
するサービスを選定することを可能にした場合、ＵＥ９０１のＳＬは、Ｆ１に関連するＳ
ＡＩ２に対応するＴＭＧＩについてのＴＭＧＩ要求をＵＥ９０１のＭＬに送る。セルＡ９
４１中のＵＥ９０１は、周波数Ｆ１上で利用可能なＳＡＩ２に関連付けられていないので
、ＭＬは、Ｆ１に関連するＳＡＩ２についてのＴＭＧＩ要求を拒否する。しかしながら、
セルＡ　ＳＩＢ１５　９４１は、Ｆ１に関連するＳＡＩ２を有するので、ＳＬは、Ｆ１に
関連するＳＡＩ２に対応するＴＭＧＩについてのＴＭＧＩ要求を再び送り、ＭＬはＴＭＧ
Ｉ要求を再び拒否することになる。このようにして、ＳＬがＴＭＧＩ要求を送り、ＭＬが
ＴＭＧＩ要求を拒否することが連続ループになり得、これは望ましくないことになり得る
。
【００５４】
　[0073]図９Ｃは、インター周波数ネイバー構成をもつ第３のシナリオを示す例示的な図
９６０である。セルＡ９７０はマクロセルであり、セルＣ９８０およびセルＤ９９０はセ
ルＡ９７０のカバレージエリア内のピコセルである。セルＡ９７０は、Ｆ１のサービング
周波数において送信し、サービスエリア識別情報ＳＡＩ１に関連付けられる。セルＣ９８
０は、Ｆ２のサービング周波数において送信し、サービスエリア識別情報ＳＡＩ１に関連
付けられる。セルＤ９９０は、Ｆ２のサービング周波数において送信し、サービスエリア
識別情報ＳＡＩ２に関連付けられる。図９６０に示された例では、セルＡ９７０とセルＣ
９８０は互いにネイバーであり、セルＡ９７０とセルＤ９９０は互いにネイバーである。
セルＣ９８０とセルＤ９９０は互いに近くなく、および／またはセルＣ９８０とセルＤ９
９０の信号は互いに達するのに十分強くないので、セルＣ９８０とセルＤ９９０は互いに
ネイバーでない。ただし、マクロセル内の２つのピコセルが互いに近く、および／または
互いに達するのに十分強い信号を有し得、したがってネイバーであり得る、図９Ｃに示さ
れていない別の例があり得ることに留意されたい。セルＡ９７０は、以下の周波数／ＳＡ
Ｉ情報（Ｆ１：ＳＡＩ１、Ｆ２：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２）をもつセルＡ　ＳＩＢ１５　９７
１をブロードキャストする。したがって、セルＡ　ＳＩＢ１５　９７１は、セルＡ　ＳＩ
Ｂ１５　９７１のイントラ周波数ＳＡＩリスト中にＦ１：ＳＡＩ１を有し、セルＡ　ＳＩ
Ｂ１５　９７１のインター周波数ＳＡＩリスト中にＦ２：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２を有する。
したがって、セルＡ　ＳＩＢ１５　９７１は、セルＡ９７０のＦ１に関連するＳＡＩ１、
ならびにネイバーセルのセルＣ９８０のＦ２に関連するＳＡＩ１、およびネイバーセルの
セルＤ９９０のＦ２に関連するＳＡＩ２を含む。セルＣ９８０は、以下の周波数／ＳＡＩ
情報（Ｆ２：ＳＡＩ１、Ｆ１：ＳＡＩ１）をもつセルＣ　ＳＩＢ１５　９８１をブロード
キャストし、したがって、それのイントラ周波数ＳＡＩリスト中にＦ２：ＳＡＩ１を有し
、それのインター周波数ＳＡＩリスト中にＦ１：ＳＡＩ１を有する。したがって、セルＣ
　ＳＩＢ　９８１は、セルＣ９８０のＦ２に関連するＳＡＩ１、ならびにネイバーセルの
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セルＡ９７０のＦ１に関連するＳＡＩ１を含む。セルＤ９９０は、以下の周波数／ＳＡＩ
情報（Ｆ２：ＳＡＩ２、Ｆ１：ＳＡＩ１）をもつセルＤ　ＳＩＢ１５　９９１をブロード
キャストし、したがって、それのイントラ周波数ＳＡＩリスト中にＦ２：ＳＡＩ２を有し
、それのインター周波数ＳＡＩリスト中にＦ１：ＳＡＩ１を有する。したがって、セルＤ
　ＳＩＢ１５　９９１は、セルＤ９９０のＦ２に関連するＳＡＩ２、ならびにネイバーセ
ルのセルＡ９７０のＦ１に関連するＳＡＩ１を含む。
【００５５】
　[0074]図９６０に示されているように、ＵＥ９０１は、セルＡ９７０のカバレージエリ
ア内で、セルＣ９８０の境界の近くに位置する。たとえば、ＵＥ９０１は、Ｆ２上のＳＡ
Ｉ２に関連するＴＭＧＩに対応するサービスを選択し得、ここで、Ｆ２はセルＡ９７０の
サービング周波数でない。次いで、セルＣ９８０はＵＥ９０１に近く、Ｆ２において送信
するので、ＵＥ９０１は、Ｆ２上のＳＡＩ２において利用可能であるＴＭＧＩのためにセ
ルＡ９７０からセルＣ９８０に再選択する。しかしながら、セルＣ９８０はＦ２上のＳＡ
Ｉ１のみに関連付けられるので、Ｆ２上のＳＡＩ２において利用可能なＴＭＧＩのＴＭＧ
Ｉアクティブ化は失敗する。ＴＭＧＩアクティブ化が失敗した後に、ＵＥ９０１は、（た
とえば、ＵＥ９０１のモビリティにより）セルＣ９８０からセルＡ９７０を再選択し得る
が、ＵＥ９０１は、ＳＡＩ１とＳＡＩ２の両方がＦ２上で利用可能であることを（たとえ
ば、ユーザインターフェースにおいて）依然として示し得る。ＵＥ９０１は、Ｆ２上のＳ
ＡＩ２において利用可能なＴＭＧＩに対応するサービスを再び選択し得、それにより、Ｕ
Ｅ９０１は、セルＡ９７０からセルＣ９８０を再選択する。その後、ＴＭＧＩアクティブ
化は再び失敗することになり、それにより、ＵＥ９０１は、再びセルＣ９８０からセルＡ
９７０を再選択する。これは、セルＡ９７０とセルＣ９８０との間の連続的再選択の望ま
しくないピンポン効果を引き起こし、これは芳しくないユーザエクスペリエンス（user e
xperience）を生じ得る。
【００５６】
　[0075]特に、セルＡ９７０にキャンプオンされたＵＥ９０１がセルＣ９８０の境界の近
くに配置されたとき、ＵＥ９０１のＭＬは、セルＡ９７０から受信されたＳＩＢ１５をＵ
Ｅ９０１のＳＬに報告する。その後、ＵＥ９０１のＳＬは、Ｆ１：ＳＡＩ１、Ｆ２：ＳＡ
Ｉ１、ＳＡＩ２によって提供されるすべてのサービスに関連付けられたすべてのＴＭＧＩ
（たとえば、Ｆ１上のＳＡＩ１、Ｆ２上のＳＡＩ１、およびＦ２上のＳＡＩ２において提
供されるサービスに関連付けられたＴＭＧＩ）を見つける。ＵＥ９０１が、Ｆ２上で利用
可能なサービスを選定した場合、セルＣ９８０はセルＡ９７０に近く、Ｆ２において送信
するので、ＵＥ９０１はセルＡ９７０からセルＣ９８０に再選択する。ＵＥ９０１はＲＲ
Ｃアイドル状態であり得る。ＵＥ９０１がセルＣ９８０を再選択した後に、ＵＥ９０１は
、Ｆ２の再選択優先度をＦ１の再選択優先度よりも高くなるように設定する。しかしなが
ら、セルＣ９８０が、ＵＥ９０１によって選択されたサービスを提供しない場合、ＵＥ９
０１のＭＬは、選択されたサービスに対応するＴＭＧＩ要求を拒否する。この例では、Ｕ
Ｅ９０１が、Ｆ２上のＳＡＩ２において利用可能なＴＭＧＩに対応するサービスを選択し
た場合、セルＣ９８０はＦ２上のＳＡＩ２を提供せず、セルＤ９９０のみがＦ２上のＳＡ
Ｉ２を提供するので、ＭＬは、このサービスについてのＴＭＧＩ要求を拒否する。特に、
セルＣ　ＳＩＢ１５　９８１のイントラ周波数ＳＡＩリストはＦ２上のＳＡＩ２を提供せ
ず、Ｆ２上のＳＡＩ１のみを提供するので、ＭＬは、セルＣ９８０が、Ｆ２上のＳＡＩ２
において利用可能なＴＭＧＩに対応するサービスを提供しないと決定し得る。ＭＬが、Ｆ
２をもつＳＡＩ２についてのＴＭＧＩ要求を拒否した後に、ＭＬは、Ｆ２上のＳＡＩ２に
おいて利用可能なサービスを見つけることができないので、ＭＬは、Ｆ２の再選択優先度
を通常に設定し戻すことになる。次いで、ＵＥ９０１は、セルＣ９８０からセルＡ９７０
を再選択し戻す。ＵＥ９０１が、Ｆ２をもつＳＡＩ２についてＴＭＧＩに対応するサービ
スを再び選択した場合、ＵＥ９０１は、再びセルＡ９７０からセルＣ９８０を再選択し、
ＴＭＧＩ要求をＭＬに送り、ＭＬは、その後、再びＴＭＧＩ要求を拒否する。このプロセ
スは、ＵＥ９０１が（たとえば、周波数Ｆ２上のＳＡＩ２を提供するセルＤ９９０に近づ
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くことによって）セルＣ９８０から遠ざからない限り、繰り返されて、したがって、セル
Ａ９７０とセルＣ９８０との間で再選択するピンポン効果を有する。ＵＥ９０１がセルＤ
９９０に近づいた場合、Ｆ２をもつＳＡＩ２についてのＴＭＧＩ要求時に、ＵＥ９０１は
セルＡ９７０からセルＣ９８０を再選択し、セルＤ９９０はＦ２上のＳＡＩ２を提供する
ので、ＭＬは、Ｆ２およびＳＡＩ２についてのＴＭＧＩ要求を受け付ける。ただし、ＵＥ
９０１がセルＣ９８０から遠ざからない限りおよび／またはセルＤ９９０に近づかない限
り、望ましくないピンポン効果は継続し得る。
【００５７】
　[0076]図９Ａの図９００に関して説明した第１のシナリオに関連する連続ループ問題は
、次のように対処され得る。ＵＥ９０１がキャンプオンされたサービングセルが当該のｅ
ＭＢＭＳサービスを提供するかどうかを決定するために、ＵＥ９０１は、サービングセル
がＳＩＢ１３をブロードキャストするかどうかを検出する。サービングセルがＳＩＢ１３
をブロードキャストしない場合、ＵＥ９０１は、サービングセルがどんなｅＭＢＭＳサー
ビスも提供しないと決定する。ＵＥ９０１のＭＬは、サービングセルがＳＩＢ１３をブロ
ードキャストせず、したがって、どんなｅＭＢＭＳサービスも提供しないことを検出した
場合、ＭＬは、ＳＡＩがＵＥ９０１の現在のサービングセル中で利用可能でないという注
釈とともに、イントラ周波数ＳＡＩリストをＵＥ９０１のＳＬに報告する。ＳＬがこの注
釈を認識したとき、ＳＬは、イントラ周波数ＳＡＩリスト中のＳＡＩに対応するＴＭＧＩ
が現在のサービングセル中で利用可能でないと決定することができる。このようにして、
注釈に基づいて、ＳＬは、現在のサービングセルがどんなｅＭＢＭＳサービスも提供しな
いと決定する。図９Ａを参照すると、ＵＥ９０１のＭＬは、セルＡ９１０、ＵＥ９０１の
現在のサービングセルがＳＩＢ１３をブロードキャストしないことを検出した場合、ＭＬ
は、イントラ周波数ＳＡＩリスト中のＳＡＩがセルＡ９１０中で利用可能でないという注
釈とともに、セルＡ９１０のイントラ周波数ＳＡＩリストをＵＥ９０１のＳＬに報告する
。この例では、セルＡ９１０のイントラ周波数ＳＡＩリストは、セルＡ　ＳＩＢ１５　９
１１に従って、Ｆ１：ＳＡＩ１を有する。ＵＥ９０１のＳＬが注釈を認識したとき、ＳＬ
は、セルＡ９１０がどんなｅＭＢＭＳサービスも提供しないと決定する。すると、セルＡ
　ＳＩＢ１５　９１１はＦ１：ＳＡＩ１を含むが、ＵＥ９０１のＳＬは、セルＡ９１０中
で利用可能なサービスとして、Ｆ１上のＳＡＩ１に関連するサービスを考慮しなくなる。
【００５８】
　[0077]図９Ｂの図９３０に関して説明した第２のシナリオに関連する連続ループ問題は
、次のように対処され得る。上記で説明したように、サービングセルがｅＭＢＭＳサービ
スを提供する場合、ＵＥ９０１のＭＬは、ＳＡＩがサービングセル中で利用不可能である
という注釈なしに、イントラ周波数ＳＡＩリストをＵＥ９０１のＳＬに送る。さらに、Ｕ
Ｅ９０１のＭＬは、ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ中に示される利用可能なＴＭＧＩを
決定するために、サービングセルによって送信されたＳＩＢ１３およびＭＣＣＨを収集し
得る。ＳＩＢ１３はＭＣＣＨ構成を含むので、ＵＥ９０１は、ＭＣＣＨ構成に基づいてＭ
ＣＣＨを収集し得る。収集されたＭＣＣＨに基づいて、ＵＥ９０１は、ＵＥ９０１の現在
のサービングセルによって提供されるサービスを決定し、現在のサービングセルによって
提供される利用可能なＴＭＧＩを決定し得る。次いで、ＵＥ９０１のＭＬは、利用可能な
ＴＭＧＩをＵＥ９０１のＳＬに提供し得る。特に、ＵＥ９０１のＭＬは、利用可能なＴＭ
ＧＩのリスト（たとえば、ＡｖａｉｌａｂｌｅＴＭＧＩＬｉｓｔ）をＵＥ９０１のＳＬに
送り得る。要約すれば、ＵＥ９０１のＳＬは、ＵＥ９０１のＭＬからイントラ周波数ＳＡ
Ｉリストと利用可能なＴＭＧＩリストの両方を受信する。ＵＥ９０１のＳＬは、現在のサ
ービングセルによって提供される利用可能なＴＭＧＩを決定するために、イントラ周波数
ＳＡＩリストと利用可能なＴＭＧＩリストとの間でクロスチェックすることができる。す
なわち、ＳＬは、イントラ周波数ＳＡＩリストに基づいて、サービングセルによってどの
ＴＭＧＩが提供されるかを決定し得、また、利用可能なＴＭＧＩリストに基づいて、サー
ビングセルがサービング周波数（たとえば、イントラ周波数）上でどのＳＡＩに関連付け
られるかを決定し得る。このようにして、ＵＥ９０１によって選択されたサービスが、サ
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ービング周波数上の提供されたＳＡＩに関連する提供されたＴＭＧＩと対応する場合、Ｕ
Ｅは、サービングセルが、選択されたサービスを提供すると決定する。選択されたサービ
スについてサービング周波数に関連付けられた、あるＳＡＩに対応するＴＭＧＩが、サー
ビングセルのための利用可能なＴＭＧＩであると見出されなかった場合、ＵＥ９０１のＳ
Ｌは、サービングセルが、選択されたサービスを提供せず、したがって、利用不可能なＴ
ＭＧＩについてのＴＭＧＩ要求を送らないと決定する。この手法の利点は、サービスレイ
ヤが、サービスが利用可能であることを誤って示すことに関して懸念がないことである。
【００５９】
　[0078]図９Ｂを参照すると、ＵＥ９０１のＭＬは、イントラ周波数ＳＡＩリストと、利
用可能なＴＭＧＩリストとをＵＥ９０１のＳＬに送り得る。セルＡ９４０についてのＳＩ
Ｂ１３およびＭＣＣＨによれば、セルＡ９４０中にはＦ１およびＳＡＩ２に対応する利用
可能なＴＭＧＩがない。したがって、ＵＥ９０１のＳＬに送られる利用可能なＴＭＧＩリ
ストは、Ｆ１におけるＳＡＩ１に関連付けられたＴＭＧＩを有するが、Ｆ１におけるＳＡ
Ｉ２に関連付けられたどんなＴＭＧＩも有しない。利用可能なＴＭＧＩリストは、現在の
サービングセルにおける特定のサービング周波数上の特定のＳＡＩにおいて利用可能であ
る１つまたは複数のＴＭＧＩのリストを含み得る。たとえば、ＴＭＧＩ１、ＴＭＧＩ２、
およびＴＭＧＩ３が、Ｆ１上のＳＡＩ１において利用可能なＴＭＧＩであり得、ＴＭＧＩ
１、ＴＭＧＩ４、およびＴＭＧＩ５が、Ｆ１上のＳＡＩ２において利用可能なＴＭＧＩで
あり得る。ＭＬが、セルＡ９４０のイントラ周波数ＳＡＩリスト（Ｆ１：ＳＡＩ１、ＳＡ
Ｉ２）と、サービングセルのセルＡ９４０のＦ１上のＳＡＩ１に関連する利用可能なＴＭ
ＧＩリスト（ＴＭＧＩ１、ＴＭＧＩ２、ＴＭＧＩ３）とをＭＬに報告したとき、ＳＬは、
イントラ周波数ＳＡＩリストと利用可能なＴＭＧＩリストとの間でクロスチェックする。
クロスチェックに基づいて、ＳＬは、利用可能なＴＭＧＩがＦ１上のＳＡＩ１に関連する
と決定する。このようにして、ＳＬは、ＳＡＩ２に関連するサービスがサービングセルの
セルＡ９４０によって提供されないことと、ＳＡＩ２がセルＡのイントラ周波数ネイバー
のうちの１つによって提供されることとを決定する。さらに、ＵＥ９０１のＳＬは、ＭＬ
からセルＡ９４０のイントラ周波数ＳＡＩリストを受信する。この例では、セルＡ９１０
のイントラ周波数ＳＡＩリストは、セルＡ　ＳＩＢ１５　９４１に従って、Ｆ１：ＳＡＩ
１、ＳＡＩ２を有する。この例では、ＳＬが、利用可能なＴＭＧＩリストとイントラ周波
数ＳＡＩリストとをクロスチェックしたとき、利用可能なＴＭＧＩリストが、Ｆ１に関連
するＳＡＩ２に対応するＴＭＧＩ（ＴＭＧＩ１、ＴＭＧＩ４、およびＴＭＧＩ５）を有し
ないので、ＵＥ９０１のＳＬは、Ｆ１に関連するＳＡＩ２に対応するサービスがないと決
定する。その場合、ＵＥ９０１は、利用不可能なＴＭＧＩについてのＴＭＧＩ要求を送ら
ない。
【００６０】
　[0079]図９Ｃの図９６０に関して説明した第３のシナリオに関連するピンポン効果は、
次のように対処され得る。以下で説明するように、図９Ｃを参照すると、ＵＥ９０１が、
マクロセル、セルＡ９７０のカバレージ内で、ピコセル、セルＣ９８０の境界の近くに位
置し、Ｆ２上のＳＡＩ２において利用可能なＴＭＧＩを選択した場合、セルＣ９８０がＵ
Ｅ９０１のネイバーであり、Ｆ２およびＳＡＩ２がセルＣ　ＳＩＢ１５　９８１中に含ま
れるので、ＵＥ９０１はセルＡ９７０からセルＣ９８０を再選択する。ＵＥ９０１が、Ｆ
２に関連付けられた関係するＳＡＩ２（すなわち、Ｆ２：ＳＡＩ２）を発見しなかった場
合、ＵＥ９０１のＭＬは、Ｆ２に関連付けられたＳＡＩ２をブラックリスト中に入れ、Ｕ
Ｅ９０１のＭＬは、Ｆ２：ＳＡＩ２についてブラックリストタイマーを開始する。次いで
、たとえば、ＵＥ９０１のＵＥモビリティと、セルＡ９７０およびセルＣ９８０の信号品
質とに応じて、セルＣ９８０からセルＡ９７０に再選択し戻すためにセル再選択が実施さ
れる。ブラックリストタイマーが満了するまで、Ｆ２：ＳＡＩ２はブラックリスト中に入
れられる。Ｆ２：ＳＡＩ２がブラックリスト上にある間、セルＣ９８０からセルＡ９７０
へのセル再選択が実施されたとき、ＭＬは、セルＡ９７０のイントラ周波数ＳＡＩリスト
とセルＡ９７０のインター周波数ＳＡＩリストとをＳＬに送り、ＳＬは、Ｆ２：ＳＡＩ２
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がブラックリスト上にあるので、セルＡ９７０のインター周波数ＳＡＩリストからＦ２：
ＳＡＩ２を除外する。Ｆ２：ＳＡＩ２はセルＡ９７０のインター周波数ＳＡＩリストから
除外されたので、Ｆ２：ＳＡＩ２がセルＡ　ＳＩＢ１５　９７１中に見つけられたときで
も、ＭＬはＦ２：ＳＡＩ２をＳＬに報告しない。したがって、ＵＥ９０１は、利用可能な
サービスとして、Ｆ２：ＳＡＩ２に対応するどんなサービスも（たとえば、ユーザインタ
ーフェースを介して）提示せず、このようにして、ＵＥ９０１は、Ｆ２：ＳＡＩ２に対応
するそのようなサービスを選定しなくなる。ブラックリストタイマーが満了したとき、Ｕ
Ｅ９０１は、Ｆ２：ＳＡＩ２が、ＵＥ９０１が現在キャンプオンされているセルのＳＩＢ
１５中にあることを保証するために検査する。そうである場合、ＳＡＩ２が、現在キャン
プオンされているセルのＳＩＢ１５に従ってＦ２上で利用可能である（すなわち、Ｆ２：
ＳＡＩ２が、現在キャンプオンされているセルのイントラ周波数ＳＡＩリスト中にある）
場合、ＵＥ９０１は、Ｆ２に関連するＳＡＩ２を除外することなしに、更新されたインタ
ー周波数ＳＡＩリストを報告する。
【００６１】
　[0080]ブラックリストタイマーの満了より前に、ＵＥ９０１は、Ｆ２において送信して
いるセルにキャンプオンし、それの現在キャンピングされているセルのＳＩＢ１５がそれ
のイントラ周波数ＳＡＩリスト中にＳＡＩ２を有することを発見した場合、ＵＥ９０１は
、ブラックリストタイマーを停止し、Ｆ２：ＳＡＩ２をもつ更新されたＳＡＩリストを再
び報告する。たとえば、ＵＥ９０１が、セルＣ１１２０の信号強度が弱く、セルＤ９９０
の信号強度が強いことを見出すように、ＵＥ９０１はセルＤ９９０の境界に近づき得る。
この例では、セルＤ９９０がＵＥ９０１のネイバーであり、Ｆ２：ＳＡＩ２がセルＤ　Ｓ
ＩＢ１５　９９１中に含まれるので、セルＡ９７０からセルＤ９９０に再選択するために
セル再選択が実施される。セルＤ　ＳＩＢ１５　９９１は、セルＤ９９０のイントラ周波
数ＳＡＩリストがＦ２：ＳＡＩ２を有することを示す。したがって、ＵＥ９０１は、ブラ
ックリストタイマーを停止し、ブラックリストからＦ２：ＳＡＩ２を削除する。次いで、
ＭＬは、セルＤ９９０のイントラ周波数ＳＡＩリストからＦ２：ＳＡＩ２を除外すること
なしに、セルＤ９９０のイントラ周波数ＳＡＩリストとセルＤ９９０のインター周波数Ｓ
ＡＩリストとをＳＬに送る。
【００６２】
　[0081]ブラックリストタイマーの持続時間（たとえば、ブラックリストタイマーが満了
する前に経過すべき持続時間）は、ＵＥ９０１のモビリティ、またはＵＥ９０１がどのく
らい速く移動するかに依存し得る。ＵＥ９０１のモビリティが高いほど、タイマーの持続
時間は短くなり、ＵＥ９０１のモビリティが低いほど、タイマーの持続時間は長くなる。
モビリティは、ＵＥ９０１がセルに入ったときにＵＥが受信する物理セルＩＤに基づいて
決定され得る。物理セルＩＤに基づいて、セルのロケーションが決定され得、このように
して、ＵＥ９０１があったロケーションが決定され得る。ＵＥ９０１によって受信される
物理セルＩＤの頻繁な変化は、高モビリティを示す。さらに、ＵＥ９０１のモビリティは
、ＧＰＳおよび／またはＵＥの移動の履歴に基づいて決定され得る。ブラックリストタイ
マーの持続時間は、たとえば、５～１０分であり得る。
【００６３】
　[0082]図１０は、アクティブ化時間Ｔactの使用を示す例示的な流れ図１０００を示す
。流れ図１０００は、ＵＥ１００１と、マクロセルのセルＡ１０１０と、セルＣ１０２０
と、セルＤ１０３０とを含み、ここで、セルＣ１０２０およびセルＤ１０３０は、セルＡ
１０１０中にあるピコセルである。セルＡ１０１０、セルＣ１０２０、およびセルＤ１０
３０は、それぞれ図９ＣのセルＡ９７０、セルＣ９８０、およびセルＤ９９０に対応し得
る。セルＡ１０１０は、Ｆ１のサービング周波数において送信し、ＳＡＩ１のサービスエ
リア識別情報に関連付けられ、（Ｆ１：ＳＡＩ１、Ｆ２：ＳＡＩ１、ＳＡＩ２）のセルＡ
　ＳＩＢ１５　１０１１を送信する。セルＤ１０３０は、Ｆ２のサービング周波数におい
て送信し、ＳＡＩ２のサービスエリア識別情報に関連付けられ、（Ｆ２：ＳＡＩ２、Ｆ１
：ＳＡＩ１）のセルＤ　ＳＩＢ１５　１０３１を送信する。
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【００６４】
　[0083]ＵＥ９０１がサービスを選択したとき、ＵＥ９０１のＳＬは、概して、サービス
ブロードキャストのサービス開始時間より少し前に、選択されたサービスに対応するＴＭ
ＧＩについてのＴＭＧＩアクティブ化要求をＵＥ９０１のＭＬに送る。ＵＳＤは、サービ
スが開始する時間を示すサービス利用可能開始時間を有する。サービスは、サービスがブ
ロードキャストされるときより少し前に選択され得るので、ＭＬが、選択されたＴＭＧＩ
をＭＣＣＨ上に見つけることができないとき、そのＴＭＧＩをブラックリスト中に直ちに
入れることは望ましくない。したがって、一例によれば、ＳＡＩ２がイントラ周波数ＳＡ
Ｉリスト中にあるとき、ＭＬが所望のＴＭＧＩをＭＣＣＨ上に見つけることができないと
きでも、ＭＬは、Ｆ２：ＳＡＩ２をブラックリスト中に直ちに入れない。代わりに、ＭＬ
は、ＴＭＧＩアクティブ化要求が受信された後に、アクティブ化タイマー（Ｔact）を開
始する。Ｔactが満了し、ＴＭＧＩがＭＣＣＨ上に現れないとき、ＭＬはアクティブ化失
敗を報告することになる。Ｔactは数分の持続時間に設定され得る。Ｔactは、たとえば、
約５分に設定され得る。
【００６５】
　[0084]図１０を参照すると、ステップ１０４１において、セルＡ１０１０は、セルＡ　
ＳＩＢ１５　１０１１をＵＥ１００１にブロードキャストする。ステップ１０４３におい
て、ＵＥ１０１が、Ｆ２：ＳＡＩ２に対応するサービスを選択したとき、ＵＥ１００１の
ＳＬは、Ｆ２：ＳＡＩ２に対応するＴＭＧＩ要求をＵＥ１００１のＭＬに送る。ステップ
１０４５において、ＵＥ１００１はＴactタイマーを開始する。ステップ１０４７におい
て、セルＡ１０１０は、選択されたサービスのＦ２を提供しないので、ＵＥ１００１がセ
ルＤ１０３０の境界に近い場合、ＵＥ１００１は、セルＡ１０１０からセルＤ１０３０を
再選択するためにセル再選択手順を実施し、それにより、ＵＥ１００１のサービング周波
数をＦ１からＦ２に変更する。セル再選択プロセスは若干の時間を要し、Ｔactは、Ｆ２
：ＳＡＩ２をブラックリスト中に直ちに入れることを回避するために、プロセスがセル再
選択のために要する時間をカバーするための時間を与えることに留意されたい。ステップ
１０４９において、ＵＥ１００１は、セルＤ１０３０からセルＤ　ＳＩＢ１５　１０３１
を受信する。ステップ１０５１において、セルＤ１０３０はＦ２：ＳＡＩ２に関連するサ
ービスをサポートするので、ＵＥ１００１は、Ｆ２上のＳＡＩ２がＦ２用のイントラ周波
数ＳＡＩリスト上にあると決定する。このようにして、Ｔactが満了していない限り、Ｕ
Ｅ１００１は、所望のＴＭＧＩに対応するサービスが開始しなかった（たとえば、ＵＥ１
００１が所望のＴＭＧＩを受信しなかった）場合でも、Ｆ２：ＳＡＩ２をブラックリスト
中に入れない。この例では、Ｆ２上のＳＡＩ２はイントラ周波数ＳＡＩリスト中にあるの
で、ＵＥ１００１は、少なくともＴactが満了するまで、Ｆ２上のＳＡＩ２をブラックリ
ストしない。ステップ１０５３において、Ｔactが満了する前にＵＥが所望のサービスを
開始することができる場合、ＵＥ１００１は、所望のサービスに関連するＴＭＧＩ（たと
えば、Ｆ２：ＳＡＩ２と対応するＴＭＧＩ）を受信する。しかしながら、別の例では、Ｔ

actが満了した後に、ＳＡＩ２がＦ２用のイントラ周波数ＳＡＩリスト上にない場合（た
とえば、ＵＥ１００１がセルＣ９８０にキャンプオンされ、したがって、ＳＡＩ１のみが
Ｆ２用のイントラ周波数ＳＡＩリスト中にある場合）、ＵＥ１００１は、所望のサービス
をアクティブ化することを拒否し得る。
【００６６】
　[0085]図１１は、第３のシナリオにおけるブラックリストの使用を示す例示的な流れ図
１１００を示す。流れ図１１００は、ＵＥ１１０１と、マクロセルのセルＡ１１１０と、
セルＣ１１２０と、セルＤ１１３０とを含み、ここで、セルＣ１１２０およびセルＤ１１
３０は、セルＡ１１１０中にあるピコセルである。セルＡ１１１０、セルＣ１１２０、お
よびセルＤ１１３０は、それぞれ図９ＣのセルＡ９７０、セルＣ９８０、およびセルＤ９
９０に対応し得る。セルＡ１１１０は、Ｆ１のサービング周波数において送信し、サービ
スエリア識別情報ＳＡＩ１に関連付けられ、（Ｆ１：ＳＡＩ１、Ｆ２：ＳＡＩ１、ＳＡＩ
２）を含むセルＡ　ＳＩＢ１５　１１１１を送信する。セルＣ１１２０は、Ｆ２のサービ
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ング周波数において送信し、サービスエリア識別情報ＳＡＩ１に関連付けられ、（Ｆ２：
ＳＡＩ１、Ｆ１：ＳＡＩ１）を含むセルＣ　ＳＩＢ１５　１１２１を送信する。セルＤ１
１３０は、Ｆ２のサービング周波数において送信し、サービスエリア識別情報ＳＡＩ２に
関連付けられ（るかまたはそれのメンバーであり）、（Ｆ２：ＳＡＩ２、Ｆ１：ＳＡＩ１
）を含むセルＤ　ＳＩＢ１５　１１３１を送信する。ステップ１１４１において、ＵＥ１
１０１は、セルＡ１１１０からセルＡ　ＳＩＢ１５　１１１１を受信する。ステップ１１
４３において、ＵＥ１１０１は、Ｆ２：ＳＡＩ２に対応するサービス（たとえば、Ｆ２上
のＳＡＩ２中で利用可能なサービス）を選定する。特に、ＵＥ１１０１のＳＬは、Ｆ２：
ＳＡＩ２に対応するＴＭＧＩ要求（たとえば、Ｆ２上のＳＡＩ２中で利用可能なＴＭＧＩ
１についてのＴＭＧＩ要求）をＵＥ１１０１のＭＬに送り得、次いで、ＭＬは、Ｆ２の優
先度をＦ１よりも高く設定し得る。ステップ１１４５において、ＵＥ１１０１は、セルＡ
１１１０からセルＣ１１２０を再選択するためにセル再選択手順を実施し、それにより、
ＵＥ１１０１のサービング周波数をセルＡ１１１０のＦ１からセルＣ１１２０のＦ２に変
更する。ＵＥ１１０１はＲＲＣアイドル状態であり得る。ステップ１１４７において、セ
ルＣ１１２０への再選択の後に、ＵＥ１１０１は、セルＣ１１２０からセルＣ　ＳＩＢ１
５　１１２１を受信する。ステップ１１４９において、ＵＥ１１０１は、ＳＡＩ２がＦ２
用のイントラ周波数リスト上にあるかどうかを検査する。ＳＡＩ２はＦ２用のイントラ周
波数リスト上にないので、ＵＥ１１０１は、ステップ１１４９において、Ｆ２：ＳＡＩ２
をブラックリスト中に入れ、ブラックリストタイマーを開始する。ステップ１１５１にお
いて、ＵＥ１１０１は、Ｆ２：ＳＡＩ２に関連するＴＭＧＩに対応するサービスを受信す
ることができないので、ＵＥ１０１は、Ｆ２の優先度を通常へと低下させ、次いで、ＵＥ
１１０１は、セルＣ１１２０からセルＡ１１１０を再選択するために再選択手順を実施す
る。ステップ１１５３において、ＵＥ１１０１がセルＡ１１１０を再選択した後に、ＵＥ
１１０１は、セルＡ１１１０からセルＡ　ＳＩＢ１５　１１１１を受信する。ステップ１
１５５において、ＵＥ１１０１は、Ｆ２：ＳＡＩ２がブラックリスト中にあるので、Ｆ２
：ＳＡＩ２を除外するインター周波数ＳＡＩリストをＵＥ１１０１のＳＬに報告する。
【００６７】
　[0086]ステップ１１５７において、ＵＥ１１１０が、セルＣ１１２０の信号強度が弱く
、セルＤ１１３０の信号強度が強いことを見出すように、セルＡ１１１０中のＵＥ１１０
１は、セルＣ１１２０から遠ざかり、セルＤ１１３０のほうへ移動する。セルＤ１１３０
がＦ２のサービング周波数を提供するので、ＵＥ１１０１は、セルＡ１１１０からセルＤ
１１３０に再選択するために再選択手順を実施し、それにより、ステップ１１５７に従っ
て、ＵＥ１１０１のサービング周波数をＦ１からＦ２に変更する。ステップ１１５９にお
いて、セルＤ１１３０に再選択した後に、ＵＥ１１０１は、セルＤ１１３０からセルＤ　
ＳＩＢ１５　１１３１を受信する。ステップ１１６１において、セルＤ１１３０は、サー
ビス対応するＦ２：ＳＡＩ２をサポートするので、ＵＥ１１０１は、ＳＡＩ２がＦ２用の
イントラ周波数ＳＡＩリスト上にあると決定する。この場合、Ｆ２：ＳＡＩ２についての
ブラックリストタイマーが依然として動作している場合、ＵＥ１１０１は、ステップ１１
６１においてブラックリストタイマーを停止する。ステップ１１６３において、ＵＥ１１
０１は、Ｆ２のためのＳＡＩ２を含むイントラ周波数ＳＡＩリストをＳＬに報告し、次い
で、ＳＬは、Ｆ２：ＳＡＩ２に関連するＴＭＧＩに対応するサービスを見つけることがで
きる。
【００６８】
　[0087]図１２は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１２００である。本方法はＵ
Ｅによって実施され得る。ステップ１２０２において、ＵＥは、サービスレイヤにおいて
、少なくとも１つの周波数に対応する少なくとも１つのＳＡＩを示すＳＩＢ１５を受信す
る。ステップ１２０４において、ＵＥは、サービスレイヤにおいて、少なくとも１つのＳ
ＡＩと少なくとも１つの周波数とに対応する少なくとも１つのｅＭＢＭＳサービスを示す
ＵＳＤを検出する。上記で説明したように、ＵＥは、１つまたは複数のＳＡＩ／周波数ペ
アを示すＵＳＤとＳＩＢ１５の組合せを与えられ得る。図８を参照すると、ＵＳＤは１つ
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または複数のＴＭＧＩを含み得る。したがって、ユーザがＵＥを使用して特定のサービス
を選定したとき、ＵＥは、ＴＭＧＩに対応するサービスが提供されるように、ＴＭＧＩを
選択する。
【００６９】
　[0088]ステップ１２０６において、ＵＥは、サービスレイヤにおいてＵＳＤをＳＩＢ１
５と相関させ、この相関に基づいて少なくとも１つの利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決
定する。たとえば、再び図８を参照すると、ＵＥ８２０は、セルＡからＳＩＢ１５（Ｆ１
、ＳＡＩ１、Ｆ２：ＳＡＩ２）を受信し、ＵＳＤに基づいて、ＴＭＧＩ１およびＴＭＧＩ
３が、周波数Ｆ１に関連するＳＡＩ１において利用可能であると決定する。最後に、ステ
ップ１２０８において、ＵＥは、モデムレイヤから受信された情報に基づいてサービスレ
イヤにおいて、ＵＥがキャンプオンされた現在のサービングセルが、サービング周波数に
おいて利用可能なｅＭＢＭＳサービスを提供することが可能であるかどうかを決定する。
ステップ１２０８は、図１３および１４において拡張される。
【００７０】
　[0089]図１３は、一態様による、図１２のフローチャート１２００上で拡張するワイヤ
レス通信の方法のフローチャート１３００である。本方法はＵＥによって実施され得る。
ステップ１３０２において、ＵＥは、サービスレイヤからモデムレイヤに、サービング周
波数においてサービングセル中で利用可能であると示されるｅＭＢＭＳサービスについて
の要求を送る。上記で説明したように、ＵＥ９０１は、特定のサービスを選択し得、それ
により、ＳＬは、選択されたサービスに対応するＴＭＧＩ要求をＭＬに送るようにトリガ
される。ステップ１３０４において、ＵＥのモデムレイヤ、サービング周波数において送
信しているサービングセルがどんなｅＭＢＭＳサービスも提供しないこと。たとえば、上
記で説明したように、ＵＥ９０１は、サービングセルがＳＩＢ１３をブロードキャストし
ないと決定した場合、ＵＥ９０１は、サービングセルがどんなｅＭＢＭＳサービスも提供
しないと決定する。
【００７１】
　[0090]ステップ１３０６において、ＵＥは、この決定に基づいて、モデムレイヤからサ
ービスレイヤに、サービング周波数に関連するＳＡＩリストを送り、ＳＡＩリストは、Ｓ
ＡＩリスト中の各ＳＡＩがサービングセルによって提供されないという指示を含む。ステ
ップ１３０８において、ＵＥは、サービスレイヤにおいて、ＳＡＩリストに基づいてサー
ビングセルが、要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供することが可能でないと決定し得る
。ＵＥは、ＳＡＩリスト中のＳＡＩにおいて提供される選択されたサービスに対応するＴ
ＭＧＩがサービングセルによって提供されないと決定することによって、サービスレイヤ
において、ＳＡＩリストに基づいてサービングセルが、要求されたｅＭＢＭＳサービスを
提供することが可能でないと決定するように構成され得る。たとえば、上記で説明したよ
うに、ＵＥ９０１のＭＬは、サービングセルがどんなｅＭＢＭＳサービスも提供しないと
決定した場合、ＭＬは、ＳＡＩがＵＥ９０１のサービングセル中で利用可能でないという
注釈とともに、イントラ周波数ＳＡＩリストをＵＥ９０１のＳＬに報告する。ＳＬは、注
釈に基づいて、イントラ周波数ＳＡＩリスト上のＳＡＩに対応するＴＭＧＩがサービング
セル中で利用可能でないと決定し、その後、サービングセルがどんなｅＭＢＭＳサービス
も提供しないと決定する。
【００７２】
　[0091]図１４は、別の態様による、図１２のフローチャート１２００上で拡張するワイ
ヤレス通信の方法のフローチャート１４００である。本方法はＵＥによって実施され得る
。ステップ１４０２において、ＵＥは、モデムレイヤからサービスレイヤに、サービング
周波数に関連するＳＡＩリストを送る。ステップ１４０４において、ＵＥは、モデムレイ
ヤにおいて、サービングセルによって提供されサービング周波数に関連する１つまたは複
数のＴＭＧＩを含むＴＭＧＩリストを決定し得る。ステップ１４０６において、ＵＥは、
モデムレイヤからサービスレイヤに、決定されたＴＭＧＩリストを送る。たとえば、上記
で説明したように、ＵＥ９０１のＭＬは、イントラ周波数ＳＡＩリストをＵＥ９０１のＳ
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Ｌに送り、利用可能なＴＭＧＩのリストをＳＬに送る。利用可能なＴＭＧＩのリストは、
ＵＥ９０１の現在のサービングセルにおける特定の周波数上の特定のＳＡＩにおいて利用
可能であるＴＭＧＩを含む。上記で説明したように、利用可能なＴＭＧＩのリストを形成
するために、ＵＥ９０１は、ＳＩＢ１３およびＭＣＣＨを収集して、ＵＥ９０１の現在の
サービングセルによって提供されるサービスを決定し、次いで、現在のサービングセルに
よって提供される利用可能なＴＭＧＩを決定し得る。
【００７３】
　[0092]ステップ１４０８において、ＵＥは、サービスレイヤにおいて、ＳＡＩリストと
決定されたＴＭＧＩリストとに基づいてサービングセルが要求されたｅＭＢＭＳサービス
を提供するかどうかを決定する。サービスレイヤは、ＴＭＧＩリスト中に含まれるＴＭＧ
Ｉがサービングセルから利用可能であると決定し、サービスレイヤは、ＳＡＩリスト中に
含まれるＳＡＩが、ＴＭＧＩリスト中に含まれるＴＭＧＩに対応するとき、ＳＡＩがサー
ビングセルから利用可能であると決定する。たとえば、上記で説明したように、ＵＥ９０
１のＳＬが、ＭＬからイントラ周波数ＳＡＩリストと利用可能なＴＭＧＩリストとを受信
したとき、ＳＬは、サービングセルによって提供される利用可能なＴＭＧＩを決定するた
めに、イントラ周波数ＳＡＩリストと利用可能なＴＭＧＩリストとの間でクロスチェック
し得る。要求されたサービスについてサービング周波数に関連付けられた、あるＳＡＩに
対応するＴＭＧＩが、サービングセルのための利用可能なＴＭＧＩであると見出されなか
った場合、ＵＥ９０１のＳＬは、サービングセルが、選択されたサービスを提供しないと
決定する。また、サービングセルが、要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供しない場合、
サービスアクティブ化要求がサービスレイヤからモデムレイヤに送られないことに留意さ
れたい。
【００７４】
　[0093]図１５は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１５００である。本方法はＵ
Ｅによって実施され得る。ステップ１５０２において、ＵＥは、サービスエリア識別情報
（ＳＡＩ）と第２の周波数とに関連するマルチメディアブロードキャストマルチキャスト
サービス（ＭＢＭＳ）サービスを受信するようにとの要求を受信する。たとえば、ＵＥの
ＭＬは、周波数Ｆ１上のＳＡＩ１において利用可能なｅＭＢＭＳサービスについてのサー
ビスアクティブ化要求を受信する。上記で説明したように、各サービスは、サービスのた
めの周波数と、サービスを提供する現在のセルを含む１つまたは複数のセルによってカバ
ーされるサービスエリアを識別するＳＡＩとに関連付けられる。サービスが選択されたと
き、ＵＥは、周波数Ｆ１上のＳＡＩ１において提供されるサービスを識別する対応するＴ
ＭＧＩを選択する。
【００７５】
　[0094]ステップ１５０４において、ＵＥは、要求されたＭＢＭＳサービスと対応する第
２の周波数が第２のセルの第２の周波数と同じであると決定すると、第１のセルから第２
のセルへのインター周波数セル再選択を実施する前に、アクティブ化タイマーを開始し得
る。第２のセルが再選択された後に、ＳＡＩが第２のセルの第２の周波数のイントラ周波
数ＳＡＩリスト中に含まれる場合、第２の周波数上のＳＡＩはブラックリストされない。
要求されたサービスが第２のセル中で提供されないとき、アクティブ化タイマーの満了時
に、アクティブ化失敗が報告される。たとえば、図１０を参照すると、ＭＬが所望のＴＭ
ＧＩをＭＣＣＨ上に見つけることができないときでも、ＭＬは、Ｆ２：ＳＡＩ２をブラッ
クリスト中に直ちに入れないが、代わりに、ＴＭＧＩアクティブ化要求が受信された後に
アクティブ化タイマー（Ｔact）を開始する。Ｔactが満了し、ＴＭＧＩがＭＣＣＨ上に現
れないとき、ＭＬはアクティブ化失敗を報告することになる。たとえば、図１０を参照す
ると、Ｆ２上のＳＡＩ２はイントラ周波数ＳＡＩリスト中にあるので、ＵＥ１００１は、
少なくともＴactが満了するまで、Ｆ２上のＳＡＩ２をブラックリストしない。
【００７６】
　[0095]ステップ１５０６において、ＵＥは、第１の周波数において送信している第１の
セルから第２の周波数において送信している第２のセルへのインター周波数セル再選択を
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実施し、第２のセルは、第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである。たとえ
ば、再び図１１を参照すると、ＵＥ１１０１によって要求されたサービスが、Ｆ２：ＳＡ
Ｉ２に関連するＴＭＧＩに対応する場合、ＵＥ１１０１は、ステップ１１４５において、
セルＡ１１１０からセルＣ１１２０を再選択するためにセル再選択手順を実施し、それに
より、ＵＥ１１０１のサービング周波数をセルＡ１１１０のＦ１からセルＣ１１２０のＦ
２に変更する。
【００７７】
　[0096]ステップ１５０８において、ＵＥは、第２のセルからシステム情報を受信する。
ステップ１５１０において、ＵＥは、受信されたシステム情報に基づいて、第２の周波数
において送信している第２のセルがＳＡＩに関連しないと決定する。ステップ１５１２に
おいて、ＵＥは、第２のセルがＳＡＩに関連しないと決定すると、少なくともある時間期
間の間、ブラックリスト中に第２の周波数上のＳＡＩをブラックリストする。第２のセル
が第２の周波数上のＳＡＩに関連しないと決定するように構成されたＵＥは、第２のセル
のイントラ周波数ＳＡＩリストが第２の周波数上のＳＡＩを含まないと決定するようにさ
らに構成される。たとえば、再び図１１を参照すると、ＵＥ１１０１がセルＣ１１２０に
再選択し、セルＣ１１２０からセルＣ　ＳＩＢ１５　１１２１を受信した後に、ＵＥ１１
０１は、ステップ１１４９において、ＳＡＩ２がＦ２用のイントラ周波数リスト上にある
かどうかを検査する。ＳＡＩ２がＦ２用のイントラ周波数リスト上にない場合、ＵＥ１１
０１は、Ｆ２：ＳＡＩ２をブラックリスト中に入れ、ブラックリストタイマーを開始する
。
【００７８】
　[0097]図１６は、一態様による、図１５のフローチャート１５００上で拡張するワイヤ
レス通信の方法のフローチャート１６００である。本方法はＵＥによって実施され得る。
ステップ１６０２において、ＵＥは、ユーザ機器（ＵＥ）のモビリティと第１および第２
のセルの信号品質とに基づいて、第２の周波数において送信している第２のセルから第１
の周波数において送信している第１のセルへのインター周波数セル再選択を実施する。た
とえば、図１１を参照すると、ＵＥ１１０１が、セルＣ１１２０に再選択した後に、セル
Ｃ１１２０においてＦ２：ＳＡＩ２に関連するＴＭＧＩに対応するサービスを受信するこ
とができない場合、ＵＥは、セルＣ１１２０からセルＡ１１１０に再選択するためにステ
ップ１１５１において別の再選択手順を実施する。
【００７９】
　[0098]ステップ１６０４において、ＵＥは、第２の周波数上のＳＡＩがブラックリスト
された場合、第１のセルのインター周波数ＳＡＩリストから第２の周波数上のＳＡＩを除
外して、第１の周波数に関連する第１のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストと、第２の周
波数に関連する第１のセルのインター周波数ＳＡＩリストとを報告し得る。すなわち、第
１のセルへのセル再選択の後に、関連する周波数と対応する関連ＳＡＩがブラックリスト
中に含まれる場合、ＵＥのＭＬは、関連する周波数と対応する関連ＳＡＩを含まない第１
のセルのインター周波数ＳＡＩリストをＳＬに報告し得る。たとえば、図１１を参照する
と、Ｆ２：ＳＡＩ２がブラックリスト中にある場合、ＵＥ１１０１のモデムレイヤは、ス
テップ１１５５において、Ｆ２：ＳＡＩ２を除外するインター周波数ＳＡＩリストをＵＥ
１１０１のＳＬに報告する。
【００８０】
　[0099]ステップ１６０６において、ＵＥは、ＵＥが第３のセルの近くにありおよび／ま
たは第３のセル信号がＵＥによって受信されるのに十分強いと決定する。たとえば、図１
１を参照すると、ＵＥ１１１０が、セルＣ１１２０の信号強度が弱く、セルＤ１１３０の
信号強度が強いことを見出すように、セルＡ１１１０中のＵＥ１１０１は、セルＣ１１２
０から遠ざかり、セルＤ１１３０のほうへ移動し得る。ステップ１６０８において、ＵＥ
は、ＵＥのモビリティと第１および第３のセルの信号品質とに基づいて、第１の周波数に
おいて送信している第１のセルから第２の周波数において送信している第３のセルへのイ
ンター周波数セル再選択を実施し、第３のセルは、第１のセルに対するインター周波数ネ
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イバーセルである。たとえば、図１１を参照すると、ＵＥは、セルＣ１１２０の信号強度
が弱く、セルＤ１１３０の信号強度が強いと決定した場合、ＵＥ１１０１は、セルＡ１１
１０からセルＤ１１３０に再選択するために再選択手順を実施し、それにより、ステップ
１１５７に従って、ＵＥ１１０１のサービング周波数をＦ１からＦ２に変更する。
【００８１】
　[00100]ステップ１６１０において、ＵＥは、ブラックリストタイマーを停止し、第３
のセルのシステム情報が第３のセルのイントラ周波数ＳＡＩリスト中に第２の周波数上の
ＳＡＩを含む場合、ブラックリストから第２の周波数上のＳＡＩを削除する。ステップ１
６１２において、ＵＥは、第２の周波数上のＳＡＩを除外することなしに、第２の周波数
に関連する第３のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストと、第３のセルのインター周波数ネ
イバーの各々に関連する第３のセルのインター周波数ＳＡＩリストとを報告する。たとえ
ば、図１１を参照すると、セルＤ１１３０はサービス対応するＦ２：ＳＡＩ２をサポート
するので、ＳＡＩ２がＦ２用のイントラ周波数ＳＡＩリスト上にある場合、およびブラッ
クリストタイミングが依然として動作している場合、ＵＥ１１０１は、ステップ１１６１
において、ブラックリストタイマーを停止する。次いで、図１１を参照すると、ステップ
１１６３において、ＵＥ１１０１は、Ｆ２のためのＳＡＩ２を含むイントラ周波数ＳＡＩ
リストをＳＬに報告し、次いで、ＳＬは、Ｆ２：ＳＡＩ２に関連するＴＭＧＩに対応する
サービスを見つけることができる。
【００８２】
　[00101]図１７は、別の態様による、図１５のフローチャート１５００上で拡張するワ
イヤレス通信の方法のフローチャート１７００である。本方法はＵＥによって実施され得
る。上記で説明したように、図１５のステップ１５１６において、ＵＥは、第２のセルの
ＳＩＢ１５が、関連する周波数と対応する関連ＳＡＩを含まない場合、ブラックリスト中
に、関連する周波数と対応する関連ＳＡＩを含む。ステップ１７０２は、ＵＥがステップ
１５１６において、ブラックリスト中に、関連する周波数と対応する関連ＳＡＩを含む場
合に行われ得る。ステップ１７０２において、ＵＥは、第２の周波数上のＳＡＩがブラッ
クリストされたとき、ブラックリストタイマーを開始する。ステップ１７０４において、
ＵＥは、ブラックリストタイマーが満了したかどうかを決定する。ステップ１７０６にお
いて、ブラックリストタイマーが満了した場合、ＵＥは、現在のサービングセルが現在の
サービングセルのシステム情報中に第２の周波数上のＳＡＩを含むかどうかを決定する。
ステップ１７０８において、ＵＥは、現在のサービングセルが現在のサービングセルのシ
ステム情報中に第２の周波数上のＳＡＩを含む場合、第２の周波数上のＳＡＩを除外する
ことなしに、現在のサービングセルのサービング周波数に関連するイントラ周波数ＳＡＩ
リストと、各ネイバーセルの周波数に関連するインター周波数ＳＡＩリストとを報告する
。ブラックリストタイマーの持続時間はＵＥのモビリティに従って構成され、ＵＥのモビ
リティはＵＥの移動履歴に基づいて決定される。たとえば、上記で説明したように、ブラ
ックリストタイマーが満了したとき、ＵＥ９０１は、Ｆ２に関連するＳＡＩ２が、ＵＥ９
０１が現在キャンプオンされているセルのＳＩＢ１５中にあることを保証するために検査
し、ＵＥは、現在キャンピングされているセルのＳＩＢ１５に従ってＳＡＩ２がＦ２上で
利用可能である場合、Ｆ２に関連するＳＡＩ２を除外することなしに、更新されたインタ
ー周波数ＳＡＩリストを報告することになる。
【００８３】
　[00102]図１８は、例示的な装置１８０２における異なるモジュール／手段／構成要素
間のデータフローを示す概念データフロー図１８００である。本装置はＵＥであり得る。
本装置は、受信モジュール１８０４と、サービスレイヤ処理モジュール１８０６と、モデ
ムレイヤ処理モジュール１８０８と、セル再選択モジュール１８１０と、送信モジュール
１８１２とを含む。送信モジュール１８１２は、セル再選択手順を実施するためにセル再
選択モジュール１８１０と通信し得る。１８０６
　[00103]一態様では、サービスレイヤ処理モジュール１８０６は、少なくとも１つの周
波数に対応する少なくとも１つのＳＡＩを示すＳＩＢ１５を（受信モジュール１８０４を
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介して）受信する。サービスレイヤ処理モジュール１８０６は、少なくとも１つのＳＡＩ
と少なくとも１つの周波数とに対応する少なくとも１つのｅＭＢＭＳサービスを示すＵＳ
Ｄを検出する。サービスレイヤ処理モジュール１８０６は、ＵＳＤをＳＩＢ１５と相関さ
せ、この相関に基づいて少なくとも１つの利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定する。サ
ービスレイヤ処理モジュール１８０６は、モデムレイヤ処理モジュール１８０８から受信
された情報に基づいて、サービングセルがサービング周波数において利用可能なｅＭＢＭ
Ｓサービスを提供することが可能であるかどうかを決定する。
【００８４】
　[00104]サービスレイヤ処理モジュール１８０６は、モデムレイヤ処理モジュール１８
０８に、サービング周波数においてサービングセル中で利用可能なｅＭＢＭＳサービスに
ついての要求を送る。モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、サービング周波数におい
て送信しているサービングセルがｅＭＢＭＳサービスを提供しないと決定する。モデムレ
イヤ処理モジュール１８０８は、この決定に基づいて、サービスレイヤ処理モジュール１
８０６に、サービング周波数に関連するＳＡＩリストを送り、ＳＡＩリストは、ＳＡＩリ
スト中の各ＳＡＩがサービングセルによって提供されないという指示を含む。サービスレ
イヤ処理モジュール１８０６は、ＳＡＩリストに基づいてサービングセルが、要求された
ｅＭＢＭＳサービスを提供することが可能でないと決定する。
【００８５】
　[00105]モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、サービスレイヤ処理モジュール１８
０６に、サービング周波数に関連するＳＡＩリストを送る。モデムレイヤ処理モジュール
１８０８は、サービングセルによって提供されサービング周波数に関連する１つまたは複
数のＴＭＧＩを含むＴＭＧＩリストを決定する。モデムレイヤ処理モジュール１８０８は
、サービスレイヤ処理モジュール１８０６に、決定されたＴＭＧＩリストを送る。サービ
スレイヤ処理モジュール１８０６は、ＳＡＩリストと決定されたＴＭＧＩリストとに基づ
いてサービングセルが要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供するかどうかを決定する。
【００８６】
　[00106]別の態様では、モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、サービスレイヤ処理
モジュール１８０６から、ＳＡＩと第２の周波数とに関連するＭＢＭＳサービスについて
の要求を受信する。モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、要求されたＭＢＭＳサービ
スと対応する第２の周波数が第２のセルの第２の周波数と同じであると決定すると、第１
のセルから第２のセルへのインター周波数セル再選択を実施する前に、アクティブ化タイ
マーを開始する。第２のセルが再選択された後に、ＳＡＩが第２のセルの第２の周波数の
イントラ周波数ＳＡＩリスト中に含まれる場合、第２の周波数上のＳＡＩはブラックリス
トされない。アクティブ化タイマーが満了し、要求されたＭＢＭＳサービスが第２のセル
中で提供されないとき、モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、サービスレイヤ処理モ
ジュール１８０６にサービスアクティブ化失敗を報告する。第１の周波数において送信し
ている第１のセルから第２の周波数において送信している第２のセルへの、セル再選択モ
ジュール１８１０インター周波数セル再選択をし得、第２のセルは、第１のセルに対する
インター周波数ネイバーセルである。受信モジュール１８０４は、第２のセルからシステ
ム情報を受信する。モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、受信されたシステム情報に
基づいて、第２の周波数において送信している第２のセルがＳＡＩに関連しないと決定し
、ここで、ＳＡＩおよび第２の周波数は、要求によって要求されたＭＢＭＳサービスと対
応する。モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、第２のセルがＳＡＩに関連しないと決
定すると、少なくともある時間期間の間、ブラックリスト中に第２の周波数上のＳＡＩを
ブラックリストする。
【００８７】
　[00107]セル再選択モジュール１８１０は、ＵＥ（たとえば、装置１８０２）のモビリ
ティと第１および第２のセルの信号品質とに基づいて、第２の周波数において送信してい
る第２のセルから第１の周波数において送信している第１のセルへのインター周波数セル
再選択を実施する。モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、第２の周波数上のＳＡＩが
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ブラックリストされた場合、第１のセルのインター周波数ＳＡＩリストから第２の周波数
上のＳＡＩを除外して、第１の周波数に関連する第１のセルのイントラ周波数ＳＡＩリス
トと、第２の周波数に関連する第１のセルのインター周波数ＳＡＩリストとをサービスレ
イヤ処理モジュール１８０６に報告し得る。
【００８８】
　[00108]セル再選択モジュール１８１０は、ＵＥのモビリティと第１および第３のセル
の信号品質とに基づいて、第１の周波数において送信している第１のセルから第２の周波
数において送信している第３のセルへのインター周波数セル再選択を実施し、第３のセル
は、第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである。モデムレイヤ処理モジュー
ル１８０８は、ブラックリストタイマーを停止し、第３のセルのシステム情報が第３のセ
ルのイントラ周波数ＳＡＩリスト中に第２の周波数上のＳＡＩを含む場合、ブラックリス
トから第２の周波数上のＳＡＩを削除する。モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、第
２の周波数上のＳＡＩを除外することなしに、第２の周波数に関連する第３のセルのイン
トラ周波数ＳＡＩリストと、第３のセルのインター周波数ネイバーの各々に関連する第３
のセルのインター周波数ＳＡＩリストとをサービスレイヤ処理モジュール１８０６に報告
する。
【００８９】
　[00109]モデムレイヤ処理モジュール１８０８は、第２の周波数上のＳＡＩがブラック
リストされたとき、ブラックリストタイマーを開始する。第２のセルのシステム情報が、
第２の周波数と対応するＳＡＩを含まないと決定した後に、モデムレイヤ処理モジュール
１８０８が、ブラックリスト中に第２の周波数と対応するＳＡＩをブラックリストした場
合、モデムレイヤ処理モジュール１８０８はブラックリストタイマーを開始し得る。ブラ
ックリストタイマーが満了した場合、モデムレイヤ処理モジュール１８０８、現在のサー
ビングセルが現在のサービングセルのシステム情報中に第２の周波数上のＳＡＩを含むか
どうか、現在のサービングセルが現在のサービングセルのシステム情報中に第２の周波数
上のＳＡＩを含む場合、第２の周波数上のＳＡＩを除外することなしに、現在のサービン
グセルのサービング周波数に関連するイントラ周波数ＳＡＩリストと、各ネイバーセルの
周波数に関連するインター周波数ＳＡＩリストとをサービスレイヤ処理モジュール１８０
６に報告し得る。
【００９０】
　[00110]本装置は、図１２～図１７の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステッ
プの各々を実施する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１２～図１７の上述の
フローチャート中の各ステップは１つのモジュールによって実施され得、本装置は、それ
らのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられた
プロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成
要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッ
サによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶
されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００９１】
　[00111]図１９は、処理システム１９１４を採用する装置１８０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１９００である。処理システム１９１４は、バス１９２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１９２４は、処
理システム１９１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス１９２４は、プロセッサ１９０４によって表され
る１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１
８０４、１８０６、１８０８、１８１０、１８１２と、コンピュータ可読媒体／メモリ１
９０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１９２４はまた、タイミングソース
、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、
これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない
。
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【００９２】
　[00112]処理システム１９１４はトランシーバ１９１０に結合され得る。トランシーバ
１９１０は１つまたは複数のアンテナ１９２０に結合される。トランシーバ１９１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１９１０
は、１つまたは複数のアンテナ１９２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム１９１４、特に受信モジュール１８０４に与える。
さらに、トランシーバ１９１０は、処理システム１９１４、特に送信モジュール１８１２
から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１９２０に適
用されるべき信号を生成する。処理システム１９１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ
１９０６に結合されたプロセッサ１９０４を含む。プロセッサ１９０４は、コンピュータ
可読媒体／メモリ１９０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当す
る。ソフトウェアは、プロセッサ１９０４によって実行されたとき、処理システム１９１
４に、特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実施させる。コンピュータ可読媒
体／メモリ１９０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１９０４によって
操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１８０４
、１８０６、１８０８、１８１０、および１８１２のうちの少なくとも１つをさらに含む
。それらのモジュールは、プロセッサ１９０４中で動作するか、コンピュータ可読媒体／
メモリ１９０６中に常駐する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ
１９０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれら
の何らかの組合せであり得る。処理システム１９１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得
、メモリ６６０、ならびに／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およ
びコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００９３】
　[00113]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１８０２／１８０２’は、サービス
レイヤにおいて、少なくとも１つの周波数に対応する少なくとも１つのＳＡＩを示すＳＩ
Ｂ１５を受信するための手段と、サービスレイヤにおいて、少なくとも１つのＳＡＩと少
なくとも１つの周波数とに対応する少なくとも１つのｅＭＢＭＳサービスを示すＵＳＤを
検出するための手段と、サービスレイヤにおいてＵＳＤをＳＩＢ１５と相関させ、この相
関に基づいて少なくとも１つの利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定するための手段と、
モデムレイヤから受信された情報に基づいてサービスレイヤにおいて、ＵＥがキャンプオ
ンされた現在のサービングセルが、サービング周波数において利用可能なｅＭＢＭＳサー
ビスを提供することが可能であるかどうかを決定するための手段とを含む。ワイヤレス通
信のための装置１８０２／１８０２’は、サービスレイヤからモデムレイヤに、サービン
グ周波数においてサービングセル中で利用可能なｅＭＢＭＳサービスについての要求を送
るための手段と、モデムレイヤにおいて、サービング周波数において送信しているサービ
ングセルがどんなｅＭＢＭＳサービスも提供しないと決定するための手段と、この決定に
基づいて、モデムレイヤからサービスレイヤに、サービング周波数に関連するＳＡＩリス
トを送るための手段と、ＳＡＩリストが、ＳＡＩリスト中の各ＳＡＩがサービングセルに
よって提供されないという指示を含む、サービスレイヤにおいて、ＳＡＩリストに基づい
てサービングセルが、要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供することが可能でないと決定
するための手段とを含む。ワイヤレス通信のための装置１８０２／１８０２’は、モデム
レイヤからサービスレイヤに、サービング周波数に関連するＳＡＩリストを送るための手
段と、モデムレイヤにおいて、サービングセルによって提供されサービング周波数に関連
する１つまたは複数のＴＭＧＩを含むＴＭＧＩリストを決定するための手段と、モデムレ
イヤからサービスレイヤに、決定されたＴＭＧＩリストを送るための手段と、サービスレ
イヤにおいて、ＳＡＩリストと決定されたＴＭＧＩリストとに基づいてサービングセルが
要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供するかどうかを決定するための手段とを含む。
【００９４】
　[00114]ワイヤレス通信のための装置１８０２／１８０２’は、ＳＡＩと第２の周波数
とに関連するＭＢＭＳサービスを受信するようにとの要求を受信する手段と、第１の周波
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数において送信している第１のセルから第２の周波数において送信している第２のセルへ
のインター周波数セル再選択を実施するための手段と、第２のセルが、第１のセルに対す
るインター周波数ネイバーセルである、第２のセルからシステム情報を受信するための手
段と、受信されたシステム情報に基づいて、第２の周波数において送信している第２のセ
ルがＳＡＩに関連しないと決定するための手段と、第２のセルがＳＡＩに関連しないと決
定すると、少なくともある時間期間の間、ブラックリスト中に第２の周波数上のＳＡＩを
ブラックリストするための手段とを含む。ワイヤレス通信のための装置１８０２／１８０
２’は、要求されたＭＢＭＳサービスと対応する第２の周波数が第２のセルの第２の周波
数と同じであると決定すると、第１のセルから第２のセルへのインター周波数セル再選択
を実施する前に、アクティブ化タイマーを開始するための手段を含み、ここで、第２のセ
ルが再選択された後に、ＳＡＩが第２のセルの第２の周波数のイントラ周波数ＳＡＩリス
ト中に含まれる場合、第２の周波数上のＳＡＩはブラックリストされず、およびここで、
アクティブ化タイマーが満了し、要求されたＭＢＭＳサービスが第２のセル中で提供され
ないとき、アクティブ化失敗が報告される。
【００９５】
　[00115]ワイヤレス通信のための装置１８０２／１８０２’は、ＵＥのモビリティと第
１および第２のセルの信号品質とに基づいて、第２の周波数において送信している第２の
セルから第１の周波数において送信している第１のセルへのインター周波数セル再選択を
実施するための手段と、第２の周波数上のＳＡＩがブラックリストされた場合、第１のセ
ルのインター周波数ＳＡＩリストから第２の周波数上のＳＡＩを除外して、第１の周波数
に関連する第１のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストと、第２の周波数に関連する第１の
セルのインター周波数ＳＡＩリストとを報告するための手段と、ＵＥのモビリティと第１
および第３のセルの信号品質とに基づいて、第１の周波数において送信している第１のセ
ルから第２の周波数において送信している第３のセルへのインター周波数セル再選択を実
施するための手段と、第３のセルが、第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルで
ある、ブラックリストタイマーを停止し、第３のセルのシステム情報が第３のセルのイン
トラ周波数ＳＡＩリスト中に第２の周波数上のＳＡＩを含む場合、ブラックリストから第
２の周波数上のＳＡＩを削除するための手段と、第２の周波数上のＳＡＩを除外すること
なしに、第２の周波数に関連する第３のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストと、第３のセ
ルのインター周波数ネイバーの各々に関連する第３のセルのインター周波数ＳＡＩリスト
とを報告するための手段とを含む。
【００９６】
　[00116]ワイヤレス通信のための装置１８０２／１８０２’は、第２の周波数上のＳＡ
Ｉがブラックリストされたとき、ブラックリストタイマーを開始するための手段と、現在
のサービングセルが現在のサービングセルのシステム情報中に第２の周波数上のＳＡＩを
含むかどうかを決定するための手段と、現在のサービングセルが現在のサービングセルの
システム情報中に第２の周波数上のＳＡＩを含む場合、第２の周波数上のＳＡＩを除外す
ることなしに、現在のサービングセルのサービング周波数に関連するイントラ周波数ＳＡ
Ｉリストと、各ネイバーセルの周波数に関連するインター周波数ＳＡＩリストとを報告す
るための手段とを含む。
【００９７】
　[00117]上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実施するように構成され
た、装置１８０２の上述のモジュールおよび／または装置１８０２’の処理システム１９
１４のうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１９１４
は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５
９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳され
る機能を実施するように構成された、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と
、コントローラ／プロセッサ６５９とであり得る。
【００９８】
　[00118]開示されるプロセス中のステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の
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一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特定
の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップは
組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要素
を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるも
のではない。
【００９９】
　[00119]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施することができ
るように提供される。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義した一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲
は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しない全範
囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように明記さ
れていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味
するものである。「例示的」という単語は、本明細書では、「例、事例、または例示の働
きをすること」を意味するために使用する。本明細書で「例示的」として説明されるいか
なる態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利なものと解釈されるべきではない。
」別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語は１つまたは複数を指す。「Ａ
、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ
」ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、およ
び／またはＣのどんな組合せをも含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る
。特に、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少
なくとも１つ」ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、
Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよ
びＣであり得、ここで、いかなるそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣの１つまたは複
数のメンバーを含んでいることがある。当業者に知られているかまたは後で知られること
になる、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素に対するすべての構造的および
機能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含
されるものである。その上、本明細書で開示されたいかなることも、そのような開示が特
許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない
。いかなるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という語句を使用して明確に具陳
されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　サービスエリア識別情報（ＳＡＩ）と第２の周波数とに関連するマルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）サービスを受信するようにとの要
求を受信することと、
　第１の周波数において送信している第１のセルから前記第２の周波数において送信して
いる第２のセルへのインター周波数セル再選択を実施することと、前記第２のセルが、前
記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　前記第２のセルからシステム情報を受信することと、
　前記受信されたシステム情報に基づいて、前記第２の周波数において送信している前記
第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定することと、
　前記第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定すると、少なくともある時間期間の間
、ブラックリスト中に前記第２の周波数上の前記ＳＡＩをブラックリストすることとを備
える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ２]　ユーザ機器（ＵＥ）のモビリティと前記第１および第２のセルの信号品質とに基
づいて、前記第２の周波数において送信している前記第２のセルから前記第１の周波数に
おいて送信している前記第１のセルへのインター周波数セル再選択を実施することと、
　前記第２の周波数上の前記ＳＡＩがブラックリストされた場合、前記第１のセルのイン
ター周波数ＳＡＩリストから前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを除外して、前記第１の周
波数に関連する前記第１のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストと、前記第２の周波数に関
連する前記第１のセルの前記インター周波数ＳＡＩリストとを報告することとをさらに備
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える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記ＵＥのモビリティと前記第１および第３のセルの信号品質とに基づいて、前
記第１の周波数において送信している前記第１のセルから前記第２の周波数において送信
している前記第３のセルへのインター周波数セル再選択を実施することと、前記第３のセ
ルが、前記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　ブラックリストタイマーを停止することと、前記第３のセルのシステム情報が前記第３
のセルのイントラ周波数ＳＡＩリスト中に前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを含む場合、
前記ブラックリストから前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを削除することと、
　前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを除外することなしに、前記第２の周波数に関連する
前記第３のセルの前記イントラ周波数ＳＡＩリストと、前記第３のセルの前記インター周
波数ネイバーの各々に関連する前記第３のセルのインター周波数ＳＡＩリストとを報告す
ることとをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記第２の周波数上の前記ＳＡＩがブラックリストされたとき、ブラックリスト
タイマーを開始することをさらに備え、
　ここにおいて、前記ブラックリストタイマーが満了したとき、前記方法は、
　現在のサービングセルが前記現在のサービングセルのシステム情報中に前記第２の周波
数上の前記ＳＡＩを含むかどうかを決定することと、
　前記現在のサービングセルが前記現在のサービングセルの前記システム情報中に前記第
２の周波数上の前記ＳＡＩを含む場合、前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを除外すること
なしに、前記現在のサービングセルのサービング周波数に関連するイントラ周波数ＳＡＩ
リストと、各ネイバーセルの周波数に関連するインター周波数ＳＡＩリストとを報告する
こととをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記ブラックリストタイマーの持続時間がユーザ機器（ＵＥ）のモビリティに従
って構成され、前記ＵＥの前記モビリティが前記ＵＥの移動履歴に基づいて決定される、
Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ６]　前記第２のセルが前記第２の周波数上の前記ＳＡＩに関連しないと前記決定する
ことは、
　前記第２のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストが前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを含
まないと決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７]　前記要求されたＭＢＭＳサービスと対応する前記第２の周波数が前記第２のセル
の前記第２の周波数と同じであると決定すると、前記第１のセルから前記第２のセルへの
前記インター周波数セル再選択を実施することの前に、アクティブ化タイマーを開始する
ことをさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のセルが再選択された後に、前記ＳＡＩが前記第２のセルの前
記第２の周波数のイントラ周波数ＳＡＩリスト中に含まれる場合、前記第２の周波数上の
前記ＳＡＩがブラックリストされず、
　ここにおいて、前記アクティブ化タイマーが満了し、前記要求されたＭＢＭＳサービス
が前記第２のセル中で提供されないとき、アクティブ化失敗が報告される、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ８]　サービスエリア識別情報（ＳＡＩ）と第２の周波数とに関連するマルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）サービスを受信するようにとの要
求を受信するための手段と、
　第１の周波数において送信している第１のセルから前記第２の周波数において送信して
いる第２のセルへのインター周波数セル再選択を実施するための手段と、前記第２のセル
が、前記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　前記第２のセルからシステム情報を受信するための手段と、
　前記受信されたシステム情報に基づいて、前記第２の周波数において送信している前記
第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定するための手段と、
　前記第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定すると、少なくともある時間期間の間
、ブラックリスト中に前記第２の周波数上の前記ＳＡＩをブラックリストするための手段
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とを備える、ワイヤレス通信の装置。
[Ｃ９]　ユーザ機器（ＵＥ）のモビリティと前記第１および第２のセルの信号品質とに基
づいて、前記第２の周波数において送信している前記第２のセルから前記第１の周波数に
おいて送信している前記第１のセルへのインター周波数セル再選択を実施するための手段
と、
　前記第２の周波数上の前記ＳＡＩがブラックリストされた場合、前記第１のセルのイン
ター周波数ＳＡＩリストから前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを除外して、前記第１の周
波数に関連する前記第１のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストと、前記第２の周波数に関
連する前記第１のセルの前記インター周波数ＳＡＩリストとを報告するための手段とをさ
らに備える、Ｃ８に記載の装置。
[Ｃ１０]　前記ＵＥのモビリティと前記第１および第３のセルの信号品質とに基づいて、
前記第１の周波数において送信している前記第１のセルから前記第２の周波数において送
信している前記第３のセルへのインター周波数セル再選択を実施するための手段と、前記
第３のセルが、前記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　ブラックリストタイマーを停止し、前記第３のセルのシステム情報が前記第３のセルの
イントラ周波数ＳＡＩリスト中に前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを含む場合、前記ブラ
ックリストから前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを削除するための手段と、
　前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを除外することなしに、前記第２の周波数に関連する
前記第３のセルの前記イントラ周波数ＳＡＩリストと、前記第３のセルの前記インター周
波数ネイバーの各々に関連する前記第３のセルのインター周波数ＳＡＩリストとを報告す
るための手段とをさらに備える、Ｃ９に記載の装置。
[Ｃ１１]　前記第２の周波数上の前記ＳＡＩがブラックリストされたとき、ブラックリス
トタイマーを開始するための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記ブラックリストタイマーが満了したとき、前記装置は、
　現在のサービングセルが前記現在のサービングセルのシステム情報中に前記第２の周波
数上の前記ＳＡＩを含むかどうかを決定するための手段と、
　前記現在のサービングセルが前記現在のサービングセルの前記システム情報中に前記第
２の周波数上の前記ＳＡＩを含む場合、前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを除外すること
なしに、前記現在のサービングセルのサービング周波数に関連するイントラ周波数ＳＡＩ
リストと、各ネイバーセルの周波数に関連するインター周波数ＳＡＩリストとを報告する
ための手段とをさらに備える、Ｃ８に記載の装置。
[Ｃ１２]　前記ブラックリストタイマーの持続時間がユーザ機器（ＵＥ）のモビリティに
従って構成され、前記ＵＥの前記モビリティが前記ＵＥの移動履歴に基づいて決定される
、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ１３]　前記第２のセルが前記第２の周波数上の前記ＳＡＩに関連しないと前記決定す
るための前記手段は、
　前記第２のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストが前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを含
まないと決定するようにさらに構成された、Ｃ８に記載の装置。
[Ｃ１４]　前記要求されたＭＢＭＳサービスと対応する前記第２の周波数が前記第２のセ
ルの前記第２の周波数と同じであると決定すると、前記第１のセルから前記第２のセルへ
の前記インター周波数セル再選択を実施することの前に、アクティブ化タイマーを開始す
るための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記第２のセルが再選択された後に、前記ＳＡＩが前記第２のセルの前
記第２の周波数のイントラ周波数ＳＡＩリスト中に含まれる場合、前記第２の周波数上の
前記ＳＡＩがブラックリストされず、
　ここにおいて、前記アクティブ化タイマーが満了し、前記要求されたＭＢＭＳサービス
が前記第２のセル中で提供されないとき、アクティブ化失敗が報告される、Ｃ８に記載の
装置。
[Ｃ１５]　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
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プロセッサは、
　サービスエリア識別情報（ＳＡＩ）と第２の周波数とに関連するマルチメディアブロー
ドキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）サービスを受信するようにとの要求を受
信することと、
　第１の周波数において送信している第１のセルから前記第２の周波数において送信して
いる第２のセルへのインター周波数セル再選択を実施することと、前記第２のセルが、前
記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　前記第２のセルからシステム情報を受信することと、
　前記受信されたシステム情報に基づいて、前記第２の周波数において送信している前記
第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定することと、
　前記第２のセルが前記ＳＡＩに関連しないと決定すると、少なくともある時間期間の間
、ブラックリスト中に前記第２の周波数上の前記ＳＡＩをブラックリストすることとを行
うように構成された、ワイヤレス通信の装置。
[Ｃ１６]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ユーザ機器（ＵＥ）のモビリティと前記第１および第２のセルの信号品質とに基づいて
、前記第２の周波数において送信している前記第２のセルから前記第１の周波数において
送信している前記第１のセルへのインター周波数セル再選択を実施することと、
　前記第２の周波数上の前記ＳＡＩがブラックリストされた場合、前記第１のセルのイン
ター周波数ＳＡＩリストから前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを除外して、前記第１の周
波数に関連する前記第１のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストと、前記第２の周波数に関
連する前記第１のセルの前記インター周波数ＳＡＩリストとを報告することとを行うよう
にさらに構成された、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ＵＥのモビリティと前記第１および第３のセルの信号品質とに基づいて、前記第１
の周波数において送信している前記第１のセルから前記第２の周波数において送信してい
る前記第３のセルへのインター周波数セル再選択を実施することと、前記第３のセルが、
前記第１のセルに対するインター周波数ネイバーセルである、
　ブラックリストタイマーを停止することと、前記第３のセルのシステム情報が前記第３
のセルのイントラ周波数ＳＡＩリスト中に前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを含む場合、
前記ブラックリストから前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを削除することと、
　前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを除外することなしに、前記第２の周波数に関連する
前記第３のセルの前記イントラ周波数ＳＡＩリストと、前記第３のセルの前記インター周
波数ネイバーの各々に関連する前記第３のセルのインター周波数ＳＡＩリストとを報告す
ることとを行うようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第２の周波数上の前記ＳＡＩがブラックリストされたとき、ブラックリストタイマ
ーを開始するようにさらに構成され、
　ここにおいて、前記ブラックリストタイマーが満了したとき、前記少なくとも１つのプ
ロセッサは、
　現在のサービングセルが前記現在のサービングセルのシステム情報中に前記第２の周波
数上の前記ＳＡＩを含むかどうかを決定することと、
　前記現在のサービングセルが前記現在のサービングセルの前記システム情報中に前記第
２の周波数上の前記ＳＡＩを含む場合、前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを除外すること
なしに、前記現在のサービングセルのサービング周波数に関連するイントラ周波数ＳＡＩ
リストと、各ネイバーセルの周波数に関連するインター周波数ＳＡＩリストとを報告する
こととを行うようにさらに構成された、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記ブラックリストタイマーの持続時間がユーザ機器（ＵＥ）のモビリティに
従って構成され、前記ＵＥの前記モビリティが前記ＵＥの移動履歴に基づいて決定される
、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記第２のセルが前記第２の周波数上の前記ＳＡＩに関連しないと決定するよ
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うに構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第２のセルのイントラ周波数ＳＡＩリストが前記第２の周波数上の前記ＳＡＩを含
まないと決定するようにさらに構成された、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記要求されたＭＢＭＳサービスと対応する前記第２の周波数が前記第２のセルの前記
第２の周波数と同じであると決定すると、前記第１のセルから前記第２のセルへの前記イ
ンター周波数セル再選択を実施することの前に、アクティブ化タイマーを開始するように
さらに構成され、
　ここにおいて、前記第２のセルが再選択された後に、前記ＳＡＩが前記第２のセルの前
記第２の周波数のイントラ周波数ＳＡＩリスト中に含まれる場合、前記第２の周波数上の
前記ＳＡＩがブラックリストされず、
　ここにおいて、前記アクティブ化タイマーが満了し、前記要求されたＭＢＭＳサービス
が前記第２のセル中で提供されないとき、アクティブ化失敗が報告される、Ｃ１５に記載
の装置。
[Ｃ２２]　サービスレイヤにおいて、少なくとも１つの周波数に対応する少なくとも１つ
のサービスエリア識別情報（ＳＡＩ）を示すシステム情報ブロックタイプ１５（ＳＩＢ１
５）を受信することと、
　前記サービスレイヤにおいて、少なくとも１つのＳＡＩと少なくとも１つの周波数とに
対応する少なくとも１つの発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービ
ス（ｅＭＢＭＳ）サービスを示すユーザサービス記述（ＵＳＤ）を検出することと、
　前記サービスレイヤにおいて前記ＵＳＤを前記ＳＩＢ１５と相関させることと、前記相
関に基づいて少なくとも１つの利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定することと、
　モデムレイヤから受信された情報に基づいて前記サービスレイヤにおいて、サービング
セルがサービング周波数において利用可能なｅＭＢＭＳサービスを提供することが可能で
あるかどうかを決定することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ２３]　前記サービスレイヤから前記モデムレイヤに、前記サービング周波数において
前記サービングセル中で利用可能なｅＭＢＭＳサービスについての要求を送ることと。
　前記モデムレイヤにおいて、前記サービング周波数において送信している前記サービン
グセルがどんなｅＭＢＭＳサービスも提供しないと決定することと、
　前記決定に基づいて、前記モデムレイヤから前記サービスレイヤに、前記サービング周
波数に関連するＳＡＩリストを送ることと、前記ＳＡＩリストは、前記ＳＡＩリスト中の
各ＳＡＩが前記サービングセルによって提供されないという指示を含む、
　前記サービスレイヤにおいて、前記ＳＡＩリストに基づいて前記サービングセルが前記
要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供することが可能でないと決定することとをさらに備
える、Ｃ２２に記載の方法。
[Ｃ２４]　前記サービスレイヤが、前記ＳＡＩリストに基づいて前記サービングセルが前
記要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供することが可能でないと決定することは、前記Ｓ
ＡＩリスト中のＳＡＩに対応する一時的モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）が前記サ
ービングセルによって提供されないと決定することを備える、Ｃ２３に記載の方法。
[Ｃ２５]　前記モデムレイヤから前記サービスレイヤに、前記サービング周波数に関連す
るＳＡＩリストを送ることと、
　前記モデムレイヤにおいて、前記サービングセルによって提供される１つまたは複数の
ＴＭＧＩを備え前記サービング周波数に関連する一時的モバイルグループ識別情報（ＴＭ
ＧＩ）リストを決定することと、
　前記モデムレイヤから前記サービスレイヤに前記決定されたＴＭＧＩリストを送ること
と、
　前記サービスレイヤにおいて、前記ＳＡＩリストと前記決定されたＴＭＧＩリストとに
基づいて前記サービングセルが要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供するかどうかを決定
することとをさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
[Ｃ２６]　前記サービスレイヤは、前記ＴＭＧＩリスト中に含まれるＴＭＧＩが前記サー
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ビングセルから利用可能であると決定し、
　前記サービスレイヤは、前記ＳＡＩリスト中に含まれるＳＡＩが、前記ＴＭＧＩリスト
中に含まれるＴＭＧＩに対応するとき、前記ＳＡＩが前記サービングセルから利用可能で
あると決定する、Ｃ２５に記載の方法。
[Ｃ２７]　前記サービングセルが前記要求されたｅＭＢＭＳサービスを提供しない場合、
サービスアクティブ化要求が前記サービスレイヤから前記モデムレイヤに送られない、Ｃ
２５に記載の方法。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図８】 【図９Ａ】

【図９Ｂ】



(42) JP 6461966 B2 2019.1.30

【図９Ｃ】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】
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